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「こういうのってマクロミルらしいよね！」

「それはマクロミルらしくないと思う」

社内でこういったやり取りをしたことがある人もいると思います。

じゃあ、皆の言う「マクロミルらしさ」って何だろう？

ふとした疑問をきっかけに、2年ほど前、全社の皆さんへアンケートを取りました。

その時に集まった声をもとに言語化したのが、互いを尊重し称え合う、風通しの良さ、
自由な発想で挑戦する、社員の成長を支援するの４つです。
あれから、新しい仲間が増えたり、働き方が大きく変わったりと、マクロミルを取り

巻く環境には様々な変化がありました。

そこで今号の特集では、皆さんが引き続き4つの「マクロミルらしさ」を実感できて

いるなら、どのような場面で感じたかのエピソードを教えてもらいました。

社内ではもはや当たり前になっていることや、皆さんが日々自然に行っていること

の中に隠れている「マクロミルらしさ」を、ぜひ見つけてみてください。

マクロミルらしさ その１

マクロミルらしさ その２

マクロミルらしさ その３

マクロミルらしさ その４

変えたい！変えたい！
経営層が考える「マクロミルらしさ」
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統合データ事業本部
プロダクトマネジメント部

桜本芳美さん

エムキューブ 運用U

持田祐子さん

第1事業本部
ビジネスサポートU

二宮今日子さん

第2事業本部
第2セールス&リサーチ部
第2リサーチソリューションU

武弓竜一さん

フィードバックの仕方に驚きました
私は中途入社ですが、業務でフィードバックをもらう際、否定から

入るのではなく、良かった点を伝えた上で「こうするとさらに良く

なる」といった指導をする方が多いことに驚きました。相手を尊重し、

良い部分は称える文化が根付いているからこその指導方法だと

思います。

コーポレートコミュニケーション・IR本部
広報・ブランド・マネジメントU

柳川亜紀子さん

仕事でこんなにお祝いされたのは
初めて
本部MVPを受賞した時のことです。本部会での発表時に

も皆さんからお祝いの言葉をいただいたのですが、その後

Teamsの個別メッセージや、出社した際にも声を掛けても

らい…仕事でこんなに沢山のお祝いをしていただくのは初

めてでびっくりしました。中途で入社以来、マクロミルでは

皆さんが称え合うことを大切にしているんだなと思っては

いましたが、それを改めて実感した出来事です。 

元気をもらえた一言

人事本部 人材採用U

黒坂未来さん

部会で新卒採用の進捗を発表した際、原友紀子さんからTeamsで
「発表わかりやすかった～～！」とフィードバックをもらいました。
リモートワーク中は特に、オンラインでのちょっとした声掛けや称
え合うメッセージが日々の活力に繋がります。私も引き続き意識し
て、誰かを称えようと思った瞬間でした。

部署独自の施策を実施中！

私の部では、『いいね！ポイント制度（※）』を行っています。
先日は同じグループの井上裕貴さんから案件後にメッセー
ジをもらって、「次も頑張ろう！」という気持ちになれまし
た。また、所属しているアナリティクスGのTeamsでは、
「Goodエピソード紹介」のチャネルもあります。称え合う
だけでなく、周囲の良い動きを知ることで自分も真似して
みようと思えるので、グループ全体の底上げにも繋がる取
り組みだと思います。

おめでとう！が
飛び交って素敵

MVP表彰の際に、受賞者と同じ部署の人たちが、受賞を
自分のことのように喜んでいる姿を見て、毎回「良い文化
だな」と感じます。前回は表彰式がオンライン開催になり、
お祝いコメントがメッセで多数寄せられていましたよね。
引き続き残していきたい文化だなと思います。

他社との比較で気づけた良さ

「称えてミル（※）」を主人に話してみたら、主人の会社では

コメントを送り合う雰囲気がないとのこと。マクロミルでは

全社に浸透している取り組みなので、皆が積極的にお互いを

称え合うのはマクロミルらしさなんだと感じました。現在全

社で行っている「称えてミル」は対象が社員のみですが、来期

からグループ内で派遣・アルバイトさんを含めて雇用形態に

関係なく、称え合う取り組みを実施したいと思っています。

寄せられた温かいメッセージ見必

コメントを寄せてくれたのは、人事本部の原友紀子さん

コメントを寄せてくれたのは、統合データ事業本部
プロダクトマネジメント部の井上裕貴さん

前回のMVP表彰は、初のオンライン・リアルタイムで実施

※いいね！ポイント制度：
サイト上でポイントやメッセージを送り、相手を称える
取り組み。貯まったポイントはAmazonギフト券に交換
可能。今後は統合データ事業本部全体で導入予定。

※「称えてミル」：
社員同士で称え合う仕組み。3カ月に１度行われており、任意
投稿ながら毎回5,000～6,000件のコメントが飛び交う

MVP表彰の様子見必

寄せられた温かいメッセージ見必

チャット

すばらしい成績、おめでと
うございます！！

蒲原さん、おめでとうござ
います！！

8888888888888888

おめでとうございま
す！！

表彰制度や、「称えてミル」をはじめとする社員同士が
互いに称え合う取り組みは、チームワークの促進にも繋
がっています。相手への感謝の気持ちを忘れず、お互いを
尊重することで、業務での連携も深めていきたいですね。

マクロミルらしさ その１

【マクロミル】原友紀子　2020/11/06 11:40
発表わかりやすかった～～！

2020/11/06 11:40
う・・・うれしい

ありがとうございます！！！今日一日頑張れます！！！！

Teamsで届いたお祝いのコメント

寄せられた温かいメッセージ見必

リサーチアーキテクツ本部
リサーチディレクション部
品川RDU

大山舞さん

意識を高め合い、
仲間の強みを発見できる 

リサーチアーキテクツ本部が方針として掲げているのは、

お客様が心から満足し、感動するサービスを提供していく

ための「感動品質」です。本部の方針を受けて、私が所属

するHUTグループでは、毎週のチーム会で自薦・他薦問

わず、「感動品質」を体現できたと思う良い言動を発表す

る場を設けています。名前を挙げてもらえたらモチベー

ションが上がるのはもちろんですが、どういった言動が感

動品質に繋がるのかが明確になり、全員が同じ方向を向

いて仕事をするための大切な場になっていると思います。

作業ありがとうございました！
僕も初めての中期案件PMだったのですが、桜本さんに丁寧に
コミュニケーションを取っていただいたおかげで、非常にやりやす
かったです！
基礎案件はすぐにこなせるようになると思うので、その先にやり
たい仕事を作っていけるように頑張りましょう！
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リサーチアーキテクツ本部
カスタム・グローバルU

松本寛毅さん

統合データ事業本部

楊皓如さん
第1事業本部
リサーチソリューション部
WESTU

谷口弘恵さん

グローバルリサーチ本部

岸原文顕さん

感動！入社して
驚いたマクロミルの一面

昨年11月に入社してまず驚いたのは、社内に垣根がなく、コミュニケーション

が密で丁寧なこと。入社してすぐの頃は社内で分からないことが多かったの

ですが、近くにいる方に聞くと、皆さん必ず手を止めて案内してくれました。

一度、総務の方に物品の場所を聞いた際は、別フロアまで一緒に同行して

案内してくれて感動しましたね。また、グローバルリサーチ本部が部署独自で

開催している「シャッフルランチ」は、リモートワークが多い中でも皆さんと直

接会話ができる貴重な時間です。ランダムで10名ずつのグループに分けて実

施をしていて、ラフな会話から業務相談に繋がることもあります。

「雑談room」で仕事がしやすくなった！

第1事業本部
ビジネスサポートU

吉池奈緒さん

ここ数カ月で新しく入社された方が増えたこともあり、ユニット
内のTeamsで「雑談room」というチャネルができました。二宮
今日子さんが中心となって考案してくれたものです。毎週月水金
に順番で、その時のテーマに沿った雑談を各自が投稿。そこで話
が盛り上がったメンバー同士は出社日に近くの座席に座ってもらい、
オフラインでもコミュニケーションが自然に生まれるよう工夫し
ています。上司や教育担当の方には普段から丁寧に寄り添って
いただいていますが、リモートワークになり同じグループでも他
の皆さんとの会話はどうしても少なくなりがちでした。雑談で親
近感が湧き、業務でも気軽に相談しやすくなるので、とても良い
企画だと思っています。

緩急つけた施策で心を近く
リモートワークがメインになってから、グループ内で「朝会」を開始し
つつ、それとは別に、以前コミュニケーション施策として実施していた
「Java会（お茶会のようなもの）」も再始動させました。２つの開催目
的は、会社や仲間との繋がりを感じてもらうことと、コミュニケーショ
ン機会の創出です。まず「朝会」は毎朝30分の必須参加にしていて、
メインはリソース状況の共有ですが、残った時間に持ち回りで3分間
スピーチをしています。スピーチの内容はなんでもOK。最近ハマってい
ることや、好きな食べ物についてなど、自由に設定しています。一方で
「Java会」は、週2で予定登録しているものの、任意参加の緩い会で
す。特に形式は決めず、雑談をしたり、誰かが業務の相談をしたらそれ
について話したりしています。先日は、家を新築した方のオンラインお
宅探訪をしました（笑）。リモートワークで物理的な距離があるからこ
そ、お互いの状況を把握できる機会を多く設けていきたいと思います。
周囲に仲間がいる実感が持てる取り組みを、今後も考えていきます。

オンラインコミュニケーションの最先端

環境変化も皆で楽しむ

新年に全社で開催された「New Year Online Meet-
up！」は、部署や職級問わず皆でクイズ大会や情報交
換を大いに楽しんで、マクロミルらしいイベントだった
と思います。コロナ禍で対面が難しくなる状況でも、工
夫を凝らして楽しいイベントを企画する皆さん、そして
そのイベントに400名を超える参加者がいたことがす
ごいなと思います。変化に対して迅速に適応し、楽し
む皆さんの姿を見て、「マクロミルっていい会社だな」
と改めて思いました！

雑談roomでの会話見必

現在「私の好きなこと」のテーマで
雑談が繰り広げられている

Online Meetupの様子見必

乾杯時は、参加者全員が一斉にカメラ＆マイクをONに

業務で困った時に相談しやすいように、
専用の「助けて―！」チャネルを用意

「しっかり挨拶」や「顔を見て話そう」など、5つの心得が記載されている

心得を忘れないための壁紙見必

Teamsのチャネルも活用！見必
マクロミルらしさ その２

組織や階層を越え、お互いを尊重することで生まれる風
通しの良さを重視しています。各部署では、仕事の情報
や意見交換はもちろん、他者への理解を深め、垣根をな
くすための雑談を大切にしたり、一体感を感じるための
取り組みも自発的に行われていたりするようです。

事業部が多岐に渡る統合データ事業本部では、リモートワークの
活用も相まって、本部内でも顔を合わせたことのない方がいます。
そのような中で、相互理解と一体感を醸成するべく発足させたの
が「団子プロジェクト」。まずは、オンラインミーティングをよりス
ムーズに行うため、プロジェクトメンバー9名全員で話し合いを重
ねて「心得」を策定したんです。その後、心得を掲載したTeamsの
壁紙を作って配布したり、オンラインコミュニケーションツールを
試験的に使用してバーチャルオフィスを試みたりしてきました。誰
でも参加できるオンラインでの飲み会も積極的に開催しています。
文化の醸成は、一人ひとりの意識と行動の積み重ねが大切です。
オフラインと同じように気軽に話せる関係性構築や、さらには「あ
うんの呼吸」で業務ができる状態を模索していきます。
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エムキューブ 運用U

松木梨紗さん

長年継続の取り組みだって
変えていく

エムキューブでは現在、品川運用Gの清藤典子さんが中

心となって、10代モニタ拡大のためのキャンペーンを一新

中です。今まで長い間継続して行ってきた取り組みを見直

して新たな施策に挑戦する清藤さん、そして新たな施策に

快く賛同し、後押しする上司の辻幸作さんの姿を見て、

マクロミルには変化を前向きに捉えて活かしたり、誰かの

挑戦を応援したりする文化が根付いているなと感じました。

第1事業本部 
Co-Marketing DesignU

押見真耶さん

前例がないことこそ
挑戦しがいがある

案件運用と、就活生のインターンシップとを掛け合

わせるという新たな取り組みを、お客様へご提案し、

受注した時のことです。自部署はもちろん、人事、

リサーチャーなど多くの方から、各自の知見を活か

したアイデアやアドバイスを沢山もらい、お客様か

らも高評価をいただけて無事に終えることができま

した。初めての試みでも快く協力し、挑戦する姿勢

がマクロミルらしいなぁと実感した出来事です。

他部署の大先輩に
アウトプットを続ける新入社員

リサーチアーキテクツ本部
リサーチディレクション部
仙台RD1U

井上慎太郎さん

マクロミルは新入社員でも、自分次第で難易度の高いこ
とにも挑戦でき、仕事の枠を広げられると感じます。新
卒1年目の三浦諒太さんは、調査の運用だけでなく、
データ分析から得られた独自の考察や、自身の担当領
域に関してのニュースなどを、他部署も含めた社内関係
者へ毎日のように情報発信。他部署の先輩達からも
フィードバックを得て、次のアクションへと繋げたり、業
務の幅を大きく広げるチャンスを掴んだりもしています。
社歴に関係なく挑戦できる環境は、マクロミルならでは
だと思います。

ライフサイエンス事業本部

蛯原千晶さん

たった2週間で前例のない
プラットフォーム開発をご提案

先日お客様から、「マクロミルで顧客情報の収集・管理

と、商品情報・レコメンド内容の閲覧機能を搭載した

ツール開発ができないか？」とご相談をいただきました。

もちろん社内には前例がなく、ご相談をいただくのも初

めてだったのですが、統合データ事業本部やGlobal IT

本部の皆さまをはじめ、本部を跨いで沢山の方にご協力

いただき、なんと2週間後にご提案することができました。

「マクロミルはここまでできるのか」と改めて会社の可

能性を感じましたし、なにより前例のないことでも柔軟

な発想で前向きに挑戦してくれる方が多い環境に感謝し

ています。

事業企画本部
セールスマーケティングU

平林千奈さん

皆のアイデア力がすごい！
セールスマーケティングUでは2週に1度、各自が担当して

いるコンテンツの施策について共有し、皆で議論する時間

を設けています。私は主にセミナーを担当していますが、皆

さんと議論することで方針が固まったり、新しい施策活

用のヒントをもらったりすることも。時にはクロスセルの

施策案が生まれることもあり、自由な発想で考えを広げら

れる良い場だと思っています。

人事本部 労務U

鈴木葵さん

マネジャーの姿勢に感服

上司の前川研さんが、「今の自分は何かに挑戦できて

いるか？」と自問自答の末、資格取得を目指して学校

に通い始めたそうです。マネジャー層がこうした姿勢

を持っているからこそ、会社全体に自由な発想で挑戦

する文化が根付いていくのでしょうね。このお話を聞

いて、私も挫折して諦めかけていた社会保険労務士

の資格取得に再チャレンジしようと、ほんのちょっと

前向きになれました（笑）。自由に挑戦できる環境を

ありがたく思いながら、日々を惰性で過ごさぬよう、

私も自問自答を忘れないようにしたいと思います。

マクロミルらしさ その３

マクロミルは、変化と成長を楽しむ会社でありたいと
考えています。そのためには既成概念に捉われず新しい
視点で考え抜くこと、そして考えるだけで終わらせず
実際に行動に移すことを大切にしたいですね。

社内関係者へのアウトプット見必

担当PJTの施策を共有しヒントをもらう見必

発信しているのは、同じく仙台RD1Uの三浦諒太さん

途切れることなく発言が続き、1時間半のMTGはあっという間に終了
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法務総務本部 総務U

伊藤藍子さん

他にもあるある！

会社に根付く文化の中には、時代や会社の変化に伴い、変えたり、新しく浸透させたり
していくべきものもあります。皆さんに、思い当たる文化を聞きました。

「社員の成長を支援する文化」が根付いていると思いますが、
マネジメント層がメンバーに対して、キャリアの希望を聞くだけ
ではなく、「あなたにはこれが向いているのでは」「こういう方
向性なら、能力をより活かせそう」など、本人がまだ気付けて
いない新しい道をもっと提示してあげられるとより良くなると
思います。

定期的なセミナーやイベント、
Web社内報「NOW」や「ミルコミ」
など、会社や社員からの発信が
多いと思います。他部署の情報も
知ることができるため、発信する
のは良い文化の一つだと感じます。

Global IT本部 
第1プロダクト開発部

前島聡明さん

他社と比較しても、社員の皆さんに仕事
を楽しむ姿勢が根付いていると思います。
だからこそ私自身もポジティブに取り組
めています。

第1事業本部 ビジネスサポートU

金木結衣さん

皆さん他責にせず、常に助け合
いの気持ちを持っていますよね。
所属のチーム内だけでなく、営
業さんとのやり取りでも感謝の
言葉が多く、リモートワークが
多い中ではありますが、働きや
すい環境だなと思っています。

法務総務本部 総務U

勝木弘喜さん

コロナ禍で先行きが不透明な
時に、現場ではアイデアを集結
させながらなんとか業務を進
めていて、粘り強く取り組む文
化を感じました。

統合データ事業本部
デジタルプロダクト事業部
プロダクトディベロップメント１Ｕ

伊藤玄燿さん

ルール化する部分と柔軟に対応する所の
バランスが良い。大手とベンチャーの良い
所をそれぞれ併せ持っていると思います。

「マネジメント層が変えてくれるだろう」と待つのではなく、
ボトムアップから良くしていこうとする文化を作りたいです。

「何事も受けきる」「なんとか頑張る」文化は良い部分
でもありますが、精神論ではなく、もっと工夫をしたり 、
より良い方法を考えたりする文化もさらに根付かせて
いきたいです。何事も力業で乗り越える時代は終わり
にしたい！

よりグローバルな企業になっていくためにも、例えばスキルを
持った外国籍の社員を増やすなど、多様性を高めていけたら
良いと思います。

今は、良くも悪くも人が強い会社だと思っています。今後は、
もう少し仕組み化・効率化を進めることで時間を創出し、その
分コミュニケーション量を増やして、新たなアイデアを生み出
すことに強みがある会社にしていきたいです。

ここまでに取り上げた４つ以外に、皆さんはどの
ような場面で「マクロミルらしさ」を感じているの
でしょうか。集まった声をご紹介します。

社員がそれぞれの可能性に挑戦し、スキルアップや、
描いたキャリアを目指していけるよう、その成長を支援
することを大切にしています。そうした環境づくりが、
マクロミルで過ごす時間や仕事を楽しむ姿勢に繋
がっているのかもしれませんね。

第1事業本部
リサーチソリューション部 第1U

高橋京子さん

第1事業本部
アカウントセールス部 第2U

七戸茉莉子さん

コーポレートコミュニケーション・IR本部
広報・ブランド・マネジメントU

岩原希未さん

Global IT本部

大島宏之さん

失敗しても
またチャンスをもらえる

経営層向けの資料作成を任された時のことです。進捗が芳しくなく、

上司の中村可南子さんや同じグループの栗栖祐輔さんが忙しい中

でも一緒に対応をしてくださり、他の皆さんにも沢山フォローいた

だいて、何とか仕上げることができました。周囲に迷惑を掛けたこ

とに落ち込んでいたのですが、後日皆さんから、「後々、『あれが自

分を成長させた』と思えるようにして欲しいと思ってのことだよ」と

言っていただき、さらには一緒に今後に向けた改善点を考える場を

持たせてもらいました。マクロミルには失敗を責めるのではなく、繰

り返さないよう並走して考えてくれる環境がありますし、例え失敗し

ても、また挑戦のチャンスをくれる会社だと思います。

手を挙げてみて良かった！
上司の中村将幸さんは以前から、「挑戦したい案件があったら
言ってね。分析手法は教えるから」と言ってくださっていたのですが、
難易度の高い分析には抵抗があり、チャレンジできずにいました。
そんな中、未習得の分析手法が必要な案件があったので、思い
切って手を挙げてみることに。中村さんに伝えると、すごく喜んで
くださり、「その心意気、素晴らしいね。イチからしっかり教えま
す！」と返信いただけたんです。中村さんの反応を見て、頑張って
ついていこう！と思えました。

感謝の気持ちは成長で
お返ししたい

私は、マクロミルの既存サービスにないものをお客様にご提案す
る機会が多くあり、社内の様々な部署の方に漠然としたご相談を
することがあります。それでも、「お客様にこんな提案がしたい！」
という私の想いに対して、皆さんがご存知の内容を丁寧に説明し
てくださったり、前提条件から一緒になって考えてくださったりす
るのが非常にありがたいです。皆さんのサポートがあるからこそ前
向きな気持ちで業務に関われますし、自分自身が成長することで
恩返しをしなければと思います。

嬉し泣きしそうに
なりました ＞＜

ミルコミの制作で初めてお客様先へ取材に行った時のことです。

小池直さん、中田一隆さん、松下崇浩さんにご同行いただいたの

ですが、取材終了後、今後の成長に繋げるためのフィードバックを

いただきました。皆さんにとって、業務では接点が少ない他部署

の後輩にも関わらず、丁寧で温かいフィードバックをいただき、と

ても嬉しかったです。社員一人ひとりの成長を会社全体で見守って

くれるところがマクロミルの良さだなと感じます。

マクロミルらしさ その４
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会
社
が
大
き
く
な
る
に
比
例
し
て
伝
え

る
情
報
も
多
く
な
り
、内
容
も
広
く
深

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。難
易
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、単
純
に
右
か
ら

左
に
伝
達
す
る
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り

と
理
解
し
た
上
で
、自
分
の
言
葉
で
、自

チ
ー
ム
へ
の
影
響
や
、ど
う
変
化
し
て
い

く
の
か
を
話
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
、そ
の
中
で
も
し

理
解
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
聞
い
て
欲
し
い
で
す
し
、そ
う
い
っ
た
双

方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が「
風
通
し

の
良
さ
」に
も
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
実
施
し
て
く
だ
さ
る
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、会
社
や
経

営
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
良
い
機

会
だ
と
思
う
の
で
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
積
極
的
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

編
集
部
：
今
後
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」は
あ
り
ま
す
か
？

清
水
さ
ん
：
全
員
が
経
営
視
点
を
持
つ

文
化
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
の

た
め
に
は
、「
風
通
し
の
良
さ
」も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、皆
さ
ん
の
会
社
運
営
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
今
ま
で
、長
い
間
大

株
主
が
い
た
事
情
も
あ
っ
て
、会
社
経
営

は
株
主
か
ら
の
出
資
金
を
ベ
ー
ス
に
、さ

ら
に
足
り
な
い
分
を
資
本
市
場
か
ら
資

金
調
達
し
た
り
、銀
行
か
ら
お
金
を
借
り

た
り
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
前
提

の
部
分
が
、も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
か
ら

見
え
づ
ら
く
、実
感
し
づ
ら
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、

資
金
の
出
し
手
が
求
め
る
リ
タ
ー
ン
を
き

ち
ん
と
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
た

め
に
私
た
ち
が
ど
の
程
度
成
長
し
て
業

績
を
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を

皆
さ
ん
に
も
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ
そ

広
報
、I
R
、財
務
経
理
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、オ
ー
プ
ン
に
、精
度
の
高
い
情
報
を

開
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

ず
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
決
算
発
表
の
動
画

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。決
算
発

表
は
、キ
ッ
ク
オ
フ
で
佐
々
木
さ
ん
が
お

話
さ
れ
た
こ
と
を
外
向
け
に
も
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
て
、会
社
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

高
橋
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。さ
ら
に
言

う
と
、ぜ
ひ
従
業
員
持
株
会
に
も
加
入

し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。そ
う

す
る
こ
と
で
、例
え
ば
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
の
意
味
、つ
ま
り
、か
か
る
費
用
を

抑
え
な
が
ら
売
上
を
よ
り
伸
ば
し
て
い

く
と
い
っ
た
施
策
一つ
ひ
と
つ
が
自
分
ご
と

に
な
り
ま
す
。会
社
全
体
を
よ
り
良
い
形

で
成
長
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
、発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

橋
元
さ
ん
：
私
は
、多
様
性
を
認
め
て

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
よ
り
推
進
し
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。会
社
全

体
と
し
て
お
客
様
に
伴
走
す
る
に
あ
た
っ

て
、マ
ク
ロ
ミ
ル
自
体
を
世
の
中
の
半
歩

先
を
行
く
、お
客
様
を
リ
ー
ド
で
き
る
組

織
に
し
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、例

え
ば
外
国
籍
の
社
員
を
増
や
し
た
り
、女

性
比
率
を
上
げ
た
り
、あ
る
い
はLG

B
T

へ
の
理
解
促
進
を
目
指
し
た
話
を
す
る

な
ど
、色
ん
な
意
味
で
多
様
性
を
許
容

で
き
る
文
化
が
さ
ら
に
根
付
く
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。色
々
な
人

が
い
る
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方

も
自
ず
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。今
ま
で
は

「
あ
う
ん
の
呼
吸
」で
で
き
て
い
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
言
語
化
す
る
必
要
性
が
出

て
き
ま
す
し
、清
水
さ
ん
が
仰
っ
た
財
務

の
理
解
な
ど
は
共
通
認
識
と
し
て
大
切

な
要
素
に
な
る
は
ず
で
す
。ま
た
、相
手

を
理
解
し
て
尊
重
す
る
こ
と
や
、そ
の
上

で
自
分
の
意
見
は
し
っ
か
り
述
べ
る
こ
と

も
大
切
に
な
っ
て
く
る
。変
化
に
伴
っ
て

そ
う
し
た
部
分
も
整
え
て
い
く
こ
と
で
、

今
あ
る「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
い
良
い
文
化
」

を
守
り
、さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
皆
さ
ま
、お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
、社
内
の
風
通
し
で
す
。最
近
意
識
的

に
社
内
の
様
々
な
立
場
の
人
と
話
す
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
が
、話
を
す
る
中
で

事
象
と
し
て
大
小
問
わ
ず
問
題
や
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
風
通
し
が
良
い
」と
い
う
の
は
不
平
不

満
で
は
な
く
、「
こ
う
し
た
い
」と
か「
こ

こ
を
改
善
し
た
い
」と
い
う
意
見
が
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
く
る
状
態
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、最
近
は
そ
れ
が
減
っ
て
き
た
印

象
を
持
っ
て
い
て
。そ
こ
に
課
題
感
を

持
っ
て
い
ま
す
し
、解
消
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
：
解
消
す
る
た
め
に
、今
後

行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

佐
々
木
さ
ん
：
施
策
の
一つ
と
し
て
、今

回
か
ら
キ
ッ
ク
オ
フ
後
に
全
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
ず
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
、そ
の
上

で
私
の
考
え
方
を
伝
え
た
り
、現
場
で
の

課
題
な
ど
を
聞
い
た
り
す
る
場
に
し
て

い
ま
す
。今
は
と
に
か
く
沢
山
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。組
織

が
大
き
く
な
っ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

総
量
が
落
ち
て
く
る
と
、常
に
働
き
か
け

続
け
な
け
れ
ば「
風
通
し
の
良
さ
」は

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
。

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て「
風
通
し
の
良
さ
」

を
も
う
一
度
強
く
根
付
か
せ
て
い
く
か
、

難
し
い
け
れ
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

清
水
さ
ん
：「
風
通
し
の
良
さ
」を
妨
げ

て
い
る
要
因
の
一つ
と
し
て
、社
内
異
動

の
少
な
さ
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
皆
さ

ん
真
面
目
で
、目
の
前
の
課
題
を
放
っ
て

お
け
な
い
人
が
多
い
で
す
よ
ね
。異
動
し

た
経
験
を
通
じ
て
一つ
の
課
題
を
多
面
的

に
見
る
こ
と
で
、様
々
な
角
度
か
ら
問
題

点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、他

部
署
の
考
え
方
も
理
解
で
き
る
。皆
が

そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
れ
ば
、意
見
や
ア

イ
デ
ア
の
や
り
と
り
が
よ
り
活
性
化
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。今
、人
員
計
画
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（Project LEG

O

）を
進

め
て
い
て
、採
用
を
強
化
し
、新
し
い
仲

間
を
積
極
的
に
迎
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
今
よ
り
も

余
裕
の
あ
る
体
制
を
作
り
、社
内
異
動

を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
人
が

様
々
な
職
種
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
な
と
。そ
れ
が
壁
の
氷
解
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
は
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一つ
、社
員
が
自
分
の

意
見
を
言
う
前
に
、相
手
の
意
見
や
表
情

を
確
か
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。佐
々
木
さ
ん
が
仰
っ
た

よ
う
な
、忖
度
無
し
で
意
見
や
提
案
が
で

き
る「
風
通
し
の
良
さ
」を
、経
営
陣
の

ほ
う
か
ら
も
働
き
か
け
て
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
：
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、会
社
の
方

針
や
情
報
を
社
員
に
伝
え
る
時
の
精
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
よ
ね
。

に
限
り
、週
2
日
位
は
出
社
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。そ
の
時
は
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
も
出
社
し
て
も
ら
い
、

先
輩
た
ち
と
直
に
触
れ
て
会
社
の
良
さ

を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

私
の
担
当
す
る
第
１
事
業
本
部
で
は
、

多
く
の
業
務
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
完
結

で
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、今
後
は
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
場
を
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
教
育
の
観
点
で
ど
の
よ
う
に
上
手
く

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

橋
元
さ
ん
：
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
移
動
が

不
要
な
点
や
効
率
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
ま
で
無
意
識
に
得

ら
れ
て
い
た
情
報
が
得
ら
れ
な
く
な
る
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。個
人
的
に

は
、特
に
ナ
ナ
メ
の
繋
が
り
が
少
な
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、私
は
関
口

さ
ん
と
一
緒
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の一つ
で
あ
る「
東
中
野
会
」に
参
加
し

て
い
て
、業
務
上
接
点
の
な
い
人
と
も
飲

み
に
行
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

各
部
署
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
成
功
事

例
、最
近
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
も
聞
け
る

貴
重
な
場
で
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に

な
っ
て
、業
務
上
接
点
の
あ
る
人
と
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
印
象

で
す
が
、も
と
も
と
接
点
の
な
い
人
た
ち

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
減
り

ま
し
た
よ
ね
。「
風
通
し
の
良
さ
」を
守
っ
て

い
く
に
は
、会
社
や
お
互
い
の
こ
と
を

よ
く
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、社
員
が
自
身
の
成
長
や
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
上
で
も
、社
内
に
ど
う

い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン・
仕
事
内
容
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か

な
と
。社
員
が
、他
部
署
の
状
況
な
ど
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
情
報
に
自
然
と
触
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。コ
ロ
ナ
が
収

束
し
た
ら
、そ
う
い
っ
た
点
も
意
識
し
て

オ
フ
ィ
ス
や
働
き
方
を
設
計
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。橋
元
さ
ん
が

仰
る
よ
う
に
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
移
動
時
間
が
な
く
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に
切
り
替
え
た
こ

と
も
あ
っ
て
、第
１
事
業
本
部
の
キ
ッ
ク

オ
フ
M
T
G
の
参
加
率
が
す
ご
く
上

が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。よ
り
多
く
の
社
員

に
自
分
の
考
え
や
戦
略
を
直
接
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。私
か
ら
発
信
し
た
り
、皆

さ
ん
か
ら
課
題
を
吸
い
上
げ
て
組
織
戦

略
に
活
か
し
た
り
、相
互
の
や
り
取
り
が

し
や
す
く
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
存
分
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

編
集
部
：「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」に
つ
い

て
、今
後
変
え
て
い
き
た
い
部
分
は
あ
り

ま
す
か
？

佐
々
木
さ
ん
：
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の

く
見
か
け
ま
す
。上
層
部
と
議
論
す
る

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激

に
な
る
と
思
う
の
で
、「
風
通
し
の
良
さ
」

だ
け
で
な
く
、社
員
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
観
点
で
も
引
き
続
き
守
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
全
社
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
が
進
み
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で

意
識
し
て
い
る
こ
と
や
、課
題
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

遠
藤
さ
ん
：
出
社
し
て
い
る
と
、直
接
話

さ
な
く
て
も
メ
ン
バ
ー
の
様
子
が
分
か
り

ま
し
た
し
、ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
も
で

き
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ら

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
1
on
1
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
以
上
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
際
に
全
員
顔
を
出
し
て
、ど
ん
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
る
の
か
を
見
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
中
で
い

か
に
非
言
語
情
報
を
受
発
信
す
る
か
を

意
識
し
て
い
て
、引
き
続
き
よ
り
良
い

方
法
を
模
索
中
で
す
。D
X
推
進
室
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
下
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
つ
工
夫
を
発
信
し
て
く
れ

る
の
は
大
変
助
か
り
ま
す
し
、学
び
も
多

い
で
す
。Global IT

本
部
で
も
、今
後

ツ
ー
ル
やTips

な
ど
で
解
決
で
き
る
こ
と

は
全
社
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、

チ
ー
ム
で
少
な
く
と
も
週
に
一
回
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
持
ち
、そ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
前
後
で
雑
談
の
時
間
を
設

け
る
こ
と
で
す
。出
社
し
て
い
た
ら
自
然

と
発
生
す
る
雑
談
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と

用
件
だ
け
の
や
り
取
り
に
な
り
が
ち
な

の
で
、意
識
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

雑
談
を
少
し
入
れ
る
だ
け
で
も
雰
囲
気

が
変
わ
り
、色
々
な
話
を
し
て
も
ら
い
や

す
く
な
る
気
が
し
ま
す
ね
。あ
と
は
、自

分
か
ら
顔
を
表
示
し
て
話
す
こ
と
も
心

掛
け
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
出
社
す
る
機
会
が
減
っ
て

私
が
課
題
に
感
じ
て
い
る
の
は
、特
に
最

近
入
社
し
た
若
手
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

ど
う
帰
属
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
か

で
す
。お
二
人
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

今
ま
で
は
同
じ
空
間
に
い
る
こ
と
で
相
手

の
状
況
を
把
握
で
き
た
り
、時
に
は
雑
談

し
た
り
、仕
事
の
フ
ォ
ロ
ー
も
自
然
と
で

き
て
い
ま
し
た
よ
ね
。そ
う
し
た
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
、

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
良
さ
を
実
感
し
て
帰
属
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
そ
れ
が
急
に
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。特
に
20
新
卒
の
社

員
は
入
社
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
社
せ

ず
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
の
で
、緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
な
い
時
期

昨
年
、
佐
々
木
さ
ん
が
代
表
執
行
役
社
長
に
就
任
し
、
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
経
営
は
新
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
マ
ク
ロ
ミ
ル
を
よ
り
良
い
会
社
に
し
て
い
く
た
め
に
、
経

営
の
一
部
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
た
い
「
マ
ク
ロ

ミ
ル
ら
し
さ
」
や
、
変
え
た
い
文
化
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

財
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
は
、お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
形

を
変
え
て
い
き
や
す
い
で
す
が
、実
現
し

て
い
る
会
社
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ミ
ル
に
は
そ
れ
を
体
現
で
き
る
社

員
が
多
く
い
る
の
が
魅
力
だ
し
、会
社
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
良
さ
だ

な
と
。最
近
で
は
、例
え
ば
統
合
デ
ー
タ

事
業
本
部
の
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
部
の
皆
さ
ん
が
、お
客
様
と

接
点
を
持
つ
中
で
得
た
気
づ
き
や
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
く
れ
て
い
て
、

売
上
も
好
調
で
す
ね
。

橋
元
さ
ん
：
そ
の
よ
う
な
文
化
が
根
付

い
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、皆
さ

ん
お
客
様
の
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
成
長
の
機
会
が
多
く
あ
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
し
、皆
さ
ん
か

ら
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
も
感
じ
る
の
で
、働

い
て
い
て
気
持
ち
の
良
い
会
社
だ
な
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
範
囲
が
違
っ
て
い
て
も
、

「
お
客
様
に
価
値
提
供
し
た
い
」と
い
う

想
い
が
共
通
し
て
い
る
の
を
す
ご
く
感
じ

ま
す
。例
え
ば
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

時
に
、責
任
の
所
在
で
は
な
く
、ま
ず

ト
ラ
ブ
ル
を
ど
う
解
決
す
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
部
分
に
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
が
表
れ
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
ね
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
入
社
し
て
本
当
に
驚

い
た
の
は
、「
認
め
合
い
、称
え
合
う
文

化
」が
強
く
根
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

足
の
引
っ
張
り
合
い
み
た
い
な
こ
と
が

全
く
な
い
で
す
よ
ね
。こ
の
文
化
は
創
業

当
初
か
ら
あ
っ
た
の
か
、も
し
く
は
成
長

の
過
程
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
も

の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

遠
藤
さ
ん
：
私
は
入
社
し
て
15
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、そ
の
文
化
は
入
社
当
初
か

ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。相
手
の
意
見
を
聞

き
入
れ
た
り
認
め
た
り
す
る
文
化
は
、も

し
か
し
た
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の

会
社
と
い
う
特
性
も
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

通
り
、リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

一つ
ひ
と
つ
の
意
見
や
考
え
は
、そ
の
後
の

改
善
に
繋
が
る
大
切
な
デ
ー
タ
で
す
。そ

う
い
っ
た
業
種
の
特
性
が
、社
内
で
も
色

ん
な
意
見
や
考
え
を
受
け
入
れ
て
、認
め

合
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
認
め
合
い
、称
え
合
う

文
化
」は
、今
後
も
な
く
し
て
は
い
け
な

い
貴
重
な
も
の
で
す
ね
。

　

あ
と
私
が
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
頃
か
ら
感

じ
て
い
た
の
は
、上
層
部
と
の
距
離
の

近
さ
で
す
。
例
え
ば
私
の
所
属
す
る

G
lobal IT

本
部
で
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
開

発
要
望
の
相
談
や
部
署
間
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
、日
頃
か
ら
本
部
長
や
部
長
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
陣
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、

メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
す
る
シ
ー
ン
を
よ

編
集
部
：
皆
さ
ん
は
、ど
う
い
っ
た
部
分

に「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」や「
マ
ク
ロ
ミ
ル

の
良
さ
」を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

関
口
さ
ん
：
私
が
入
社
以
降
ず
っ
と
マ
ク

ロ
ミ
ル
ら
し
く
て
良
い
な
と
思
っ
て
い
る

の
は
、若
手
の
う
ち
か
ら
機
会
を
与
え
る

と
こ
ろ
で
す
。マ
ネ
ジ
ャ
ー
が「
こ
れ
を
や

り
な
さ
い
」と
一
方
的
に
メ
ン
バ
ー
へ
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、現
場
の
ア
イ
デ
ア

を
大
事
に
し
ま
す
よ
ね
。「
お
客
様
に
こ

う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」と
か
。

そ
う
い
っ
た
声
に
対
し
て
、経
営
や
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
推
進
を
手
助
け
し
つ
つ
、若
手

に
も
自
由
に
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。社

員
一
人
ひ
と
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
る
、言

わ
ば「
全
員
野
球
」の
ス
タ
イ
ル
が
す
ご

く
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。

編
集
部
：
皆
に
機
会
を
与
え
て
い
く
の

は
、た
し
か
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
の
一つ

で
す
ね
。関
口
さ
ん
が
そ
れ
を
実
感
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

関
口
さ
ん
：
以
前
、後
藤
新
さ
ん（
現
・

執
行
役
員
）が
ま
だ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た

頃
、デ
ジ
タ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
練
っ

た
上
で
相
談
を
く
れ
た
ん
で
す
。直
接

配
下
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

「
関
口
さ
ん
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
き
っ
と
売

れ
る
と
思
う
の
で
一
緒
に
営
業
に
行
き
ま

せ
ん
か
」と
。当
時
は
私
自
身
が
デ
ジ
タ

ル
の
こ
と
を
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、新
く
ん
が
色
々
な
お

客
様
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
話
す
機

会
を
作
っ
て
く
れ
て
、実
際
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

新
く
ん
も「
や
っ
ぱ
り
お
客
様
に
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
！
だ
か
ら
や
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」と
改
め
て
言
っ
て
く
れ
て
、そ
れ
を

き
っ
か
け
に
デ
ジ
タ
ル
準
備
室（
現
・
統
合

デ
ー
タ
事
業
本
部
の
前
身
）を
作
っ
た
ん

で
す
。皆
さ
ん
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
事
業
の
初
代
部
長
っ
て
実
は
私

だ
っ
た
ん
で
す
よ（
笑
）。当
時
、「
こ
れ
は

売
れ
る
の
で
は
」と
考
え
て
行
動
し
て
く

れ
た
こ
と
や
、「
お
客
様
の
た
め
に
」と
い

う
想
い
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
し
、

ち
ゃ
ん
と
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。マ
ク
ロ
ミ
ル
の
よ
う
な
無
形

「
全
員
野
球
」
が

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
良
さ

上席執行役員
関口暢康さん

執行役員
遠藤直子さん

執行役員
高橋亮さん

執行役員
橋元伸太郎さん

経営層が考える

「マクロミルらしさ」

代表執行役社長 グローバルCEO
佐々木徹さん

執行役副社長 グローバルCFO
清水将浩さん
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会
社
が
大
き
く
な
る
に
比
例
し
て
伝
え

る
情
報
も
多
く
な
り
、内
容
も
広
く
深

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。難
易
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、単
純
に
右
か
ら

左
に
伝
達
す
る
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り

と
理
解
し
た
上
で
、自
分
の
言
葉
で
、自

チ
ー
ム
へ
の
影
響
や
、ど
う
変
化
し
て
い

く
の
か
を
話
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
、そ
の
中
で
も
し

理
解
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
聞
い
て
欲
し
い
で
す
し
、そ
う
い
っ
た
双

方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が「
風
通
し

の
良
さ
」に
も
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
実
施
し
て
く
だ
さ
る
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、会
社
や
経

営
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
良
い
機

会
だ
と
思
う
の
で
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
積
極
的
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

編
集
部
：
今
後
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」は
あ
り
ま
す
か
？

清
水
さ
ん
：
全
員
が
経
営
視
点
を
持
つ

文
化
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
の

た
め
に
は
、「
風
通
し
の
良
さ
」も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、皆
さ
ん
の
会
社
運
営
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
今
ま
で
、長
い
間
大

株
主
が
い
た
事
情
も
あ
っ
て
、会
社
経
営

は
株
主
か
ら
の
出
資
金
を
ベ
ー
ス
に
、さ

ら
に
足
り
な
い
分
を
資
本
市
場
か
ら
資

金
調
達
し
た
り
、銀
行
か
ら
お
金
を
借
り

た
り
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
前
提

の
部
分
が
、も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
か
ら

見
え
づ
ら
く
、実
感
し
づ
ら
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、

資
金
の
出
し
手
が
求
め
る
リ
タ
ー
ン
を
き

ち
ん
と
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
た

め
に
私
た
ち
が
ど
の
程
度
成
長
し
て
業

績
を
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を

皆
さ
ん
に
も
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ
そ

広
報
、I
R
、財
務
経
理
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、オ
ー
プ
ン
に
、精
度
の
高
い
情
報
を

開
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

ず
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
決
算
発
表
の
動
画

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。決
算
発

表
は
、キ
ッ
ク
オ
フ
で
佐
々
木
さ
ん
が
お

話
さ
れ
た
こ
と
を
外
向
け
に
も
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
て
、会
社
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

高
橋
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。さ
ら
に
言

う
と
、ぜ
ひ
従
業
員
持
株
会
に
も
加
入

し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。そ
う

す
る
こ
と
で
、例
え
ば
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
の
意
味
、つ
ま
り
、か
か
る
費
用
を

抑
え
な
が
ら
売
上
を
よ
り
伸
ば
し
て
い

く
と
い
っ
た
施
策
一つ
ひ
と
つ
が
自
分
ご
と

に
な
り
ま
す
。会
社
全
体
を
よ
り
良
い
形

で
成
長
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
、発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

橋
元
さ
ん
：
私
は
、多
様
性
を
認
め
て

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
よ
り
推
進
し
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。会
社
全

体
と
し
て
お
客
様
に
伴
走
す
る
に
あ
た
っ

て
、マ
ク
ロ
ミ
ル
自
体
を
世
の
中
の
半
歩

先
を
行
く
、お
客
様
を
リ
ー
ド
で
き
る
組

織
に
し
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、例

え
ば
外
国
籍
の
社
員
を
増
や
し
た
り
、女

性
比
率
を
上
げ
た
り
、あ
る
い
はLG

B
T

へ
の
理
解
促
進
を
目
指
し
た
話
を
す
る

な
ど
、色
ん
な
意
味
で
多
様
性
を
許
容

で
き
る
文
化
が
さ
ら
に
根
付
く
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。色
々
な
人

が
い
る
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方

も
自
ず
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。今
ま
で
は

「
あ
う
ん
の
呼
吸
」で
で
き
て
い
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
言
語
化
す
る
必
要
性
が
出

て
き
ま
す
し
、清
水
さ
ん
が
仰
っ
た
財
務

の
理
解
な
ど
は
共
通
認
識
と
し
て
大
切

な
要
素
に
な
る
は
ず
で
す
。ま
た
、相
手

を
理
解
し
て
尊
重
す
る
こ
と
や
、そ
の
上

で
自
分
の
意
見
は
し
っ
か
り
述
べ
る
こ
と

も
大
切
に
な
っ
て
く
る
。変
化
に
伴
っ
て

そ
う
し
た
部
分
も
整
え
て
い
く
こ
と
で
、

今
あ
る「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
い
良
い
文
化
」

を
守
り
、さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
皆
さ
ま
、お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
、社
内
の
風
通
し
で
す
。最
近
意
識
的

に
社
内
の
様
々
な
立
場
の
人
と
話
す
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
が
、話
を
す
る
中
で

事
象
と
し
て
大
小
問
わ
ず
問
題
や
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
風
通
し
が
良
い
」と
い
う
の
は
不
平
不

満
で
は
な
く
、「
こ
う
し
た
い
」と
か「
こ

こ
を
改
善
し
た
い
」と
い
う
意
見
が
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
く
る
状
態
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、最
近
は
そ
れ
が
減
っ
て
き
た
印

象
を
持
っ
て
い
て
。そ
こ
に
課
題
感
を

持
っ
て
い
ま
す
し
、解
消
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
：
解
消
す
る
た
め
に
、今
後

行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

佐
々
木
さ
ん
：
施
策
の
一つ
と
し
て
、今

回
か
ら
キ
ッ
ク
オ
フ
後
に
全
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
ず
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
、そ
の
上

で
私
の
考
え
方
を
伝
え
た
り
、現
場
で
の

課
題
な
ど
を
聞
い
た
り
す
る
場
に
し
て

い
ま
す
。今
は
と
に
か
く
沢
山
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。組
織

が
大
き
く
な
っ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

総
量
が
落
ち
て
く
る
と
、常
に
働
き
か
け

続
け
な
け
れ
ば「
風
通
し
の
良
さ
」は

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
。

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て「
風
通
し
の
良
さ
」

を
も
う
一
度
強
く
根
付
か
せ
て
い
く
か
、

難
し
い
け
れ
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

清
水
さ
ん
：「
風
通
し
の
良
さ
」を
妨
げ

て
い
る
要
因
の
一つ
と
し
て
、社
内
異
動

の
少
な
さ
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
皆
さ

ん
真
面
目
で
、目
の
前
の
課
題
を
放
っ
て

お
け
な
い
人
が
多
い
で
す
よ
ね
。異
動
し

た
経
験
を
通
じ
て
一つ
の
課
題
を
多
面
的

に
見
る
こ
と
で
、様
々
な
角
度
か
ら
問
題

点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、他

部
署
の
考
え
方
も
理
解
で
き
る
。皆
が

そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
れ
ば
、意
見
や
ア

イ
デ
ア
の
や
り
と
り
が
よ
り
活
性
化
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。今
、人
員
計
画
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（Project LEG

O

）を
進

め
て
い
て
、採
用
を
強
化
し
、新
し
い
仲

間
を
積
極
的
に
迎
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
今
よ
り
も

余
裕
の
あ
る
体
制
を
作
り
、社
内
異
動

を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
人
が

様
々
な
職
種
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
な
と
。そ
れ
が
壁
の
氷
解
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
は
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一つ
、社
員
が
自
分
の

意
見
を
言
う
前
に
、相
手
の
意
見
や
表
情

を
確
か
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。佐
々
木
さ
ん
が
仰
っ
た

よ
う
な
、忖
度
無
し
で
意
見
や
提
案
が
で

き
る「
風
通
し
の
良
さ
」を
、経
営
陣
の

ほ
う
か
ら
も
働
き
か
け
て
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
：
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、会
社
の
方

針
や
情
報
を
社
員
に
伝
え
る
時
の
精
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
よ
ね
。

に
限
り
、週
2
日
位
は
出
社
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。そ
の
時
は
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
も
出
社
し
て
も
ら
い
、

先
輩
た
ち
と
直
に
触
れ
て
会
社
の
良
さ

を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

私
の
担
当
す
る
第
１
事
業
本
部
で
は
、

多
く
の
業
務
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
完
結

で
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、今
後
は
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
場
を
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
教
育
の
観
点
で
ど
の
よ
う
に
上
手
く

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

橋
元
さ
ん
：
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
移
動
が

不
要
な
点
や
効
率
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
ま
で
無
意
識
に
得

ら
れ
て
い
た
情
報
が
得
ら
れ
な
く
な
る
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。個
人
的
に

は
、特
に
ナ
ナ
メ
の
繋
が
り
が
少
な
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、私
は
関
口

さ
ん
と
一
緒
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の一つ
で
あ
る「
東
中
野
会
」に
参
加
し

て
い
て
、業
務
上
接
点
の
な
い
人
と
も
飲

み
に
行
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

各
部
署
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
成
功
事

例
、最
近
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
も
聞
け
る

貴
重
な
場
で
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に

な
っ
て
、業
務
上
接
点
の
あ
る
人
と
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
印
象

で
す
が
、も
と
も
と
接
点
の
な
い
人
た
ち

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
減
り

ま
し
た
よ
ね
。「
風
通
し
の
良
さ
」を
守
っ
て

い
く
に
は
、会
社
や
お
互
い
の
こ
と
を

よ
く
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、社
員
が
自
身
の
成
長
や
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
上
で
も
、社
内
に
ど
う

い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン・
仕
事
内
容
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か

な
と
。社
員
が
、他
部
署
の
状
況
な
ど
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
情
報
に
自
然
と
触
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。コ
ロ
ナ
が
収

束
し
た
ら
、そ
う
い
っ
た
点
も
意
識
し
て

オ
フ
ィ
ス
や
働
き
方
を
設
計
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。橋
元
さ
ん
が

仰
る
よ
う
に
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
移
動
時
間
が
な
く
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に
切
り
替
え
た
こ

と
も
あ
っ
て
、第
１
事
業
本
部
の
キ
ッ
ク

オ
フ
M
T
G
の
参
加
率
が
す
ご
く
上

が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。よ
り
多
く
の
社
員

に
自
分
の
考
え
や
戦
略
を
直
接
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。私
か
ら
発
信
し
た
り
、皆

さ
ん
か
ら
課
題
を
吸
い
上
げ
て
組
織
戦

略
に
活
か
し
た
り
、相
互
の
や
り
取
り
が

し
や
す
く
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
存
分
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

編
集
部
：「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」に
つ
い

て
、今
後
変
え
て
い
き
た
い
部
分
は
あ
り

ま
す
か
？

佐
々
木
さ
ん
：
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の

風
通
し
の
良
さ
を
再
構
築

く
見
か
け
ま
す
。上
層
部
と
議
論
す
る

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激

に
な
る
と
思
う
の
で
、「
風
通
し
の
良
さ
」

だ
け
で
な
く
、社
員
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
観
点
で
も
引
き
続
き
守
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
全
社
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
が
進
み
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で

意
識
し
て
い
る
こ
と
や
、課
題
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

遠
藤
さ
ん
：
出
社
し
て
い
る
と
、直
接
話

さ
な
く
て
も
メ
ン
バ
ー
の
様
子
が
分
か
り

ま
し
た
し
、ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
も
で

き
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ら

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
1
on
1
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
以
上
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
際
に
全
員
顔
を
出
し
て
、ど
ん
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
る
の
か
を
見
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
中
で
い

か
に
非
言
語
情
報
を
受
発
信
す
る
か
を

意
識
し
て
い
て
、引
き
続
き
よ
り
良
い

方
法
を
模
索
中
で
す
。D
X
推
進
室
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
下
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
つ
工
夫
を
発
信
し
て
く
れ

る
の
は
大
変
助
か
り
ま
す
し
、学
び
も
多

い
で
す
。Global IT

本
部
で
も
、今
後

ツ
ー
ル
やTips

な
ど
で
解
決
で
き
る
こ
と

は
全
社
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、

チ
ー
ム
で
少
な
く
と
も
週
に
一
回
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
持
ち
、そ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
前
後
で
雑
談
の
時
間
を
設

け
る
こ
と
で
す
。出
社
し
て
い
た
ら
自
然

と
発
生
す
る
雑
談
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と

用
件
だ
け
の
や
り
取
り
に
な
り
が
ち
な

の
で
、意
識
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

雑
談
を
少
し
入
れ
る
だ
け
で
も
雰
囲
気

が
変
わ
り
、色
々
な
話
を
し
て
も
ら
い
や

す
く
な
る
気
が
し
ま
す
ね
。あ
と
は
、自

分
か
ら
顔
を
表
示
し
て
話
す
こ
と
も
心

掛
け
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
出
社
す
る
機
会
が
減
っ
て

私
が
課
題
に
感
じ
て
い
る
の
は
、特
に
最

近
入
社
し
た
若
手
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

ど
う
帰
属
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
か

で
す
。お
二
人
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

今
ま
で
は
同
じ
空
間
に
い
る
こ
と
で
相
手

の
状
況
を
把
握
で
き
た
り
、時
に
は
雑
談

し
た
り
、仕
事
の
フ
ォ
ロ
ー
も
自
然
と
で

き
て
い
ま
し
た
よ
ね
。そ
う
し
た
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
、

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
良
さ
を
実
感
し
て
帰
属
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
そ
れ
が
急
に
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。特
に
20
新
卒
の
社

員
は
入
社
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
社
せ

ず
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
の
で
、緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
な
い
時
期

財
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
は
、お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
形

を
変
え
て
い
き
や
す
い
で
す
が
、実
現
し

て
い
る
会
社
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ミ
ル
に
は
そ
れ
を
体
現
で
き
る
社

員
が
多
く
い
る
の
が
魅
力
だ
し
、会
社
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
良
さ
だ

な
と
。最
近
で
は
、例
え
ば
統
合
デ
ー
タ

事
業
本
部
の
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
部
の
皆
さ
ん
が
、お
客
様
と

接
点
を
持
つ
中
で
得
た
気
づ
き
や
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
く
れ
て
い
て
、

売
上
も
好
調
で
す
ね
。

橋
元
さ
ん
：
そ
の
よ
う
な
文
化
が
根
付

い
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、皆
さ

ん
お
客
様
の
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
成
長
の
機
会
が
多
く
あ
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
し
、皆
さ
ん
か

ら
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
も
感
じ
る
の
で
、働

い
て
い
て
気
持
ち
の
良
い
会
社
だ
な
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
範
囲
が
違
っ
て
い
て
も
、

「
お
客
様
に
価
値
提
供
し
た
い
」と
い
う

想
い
が
共
通
し
て
い
る
の
を
す
ご
く
感
じ

ま
す
。例
え
ば
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

時
に
、責
任
の
所
在
で
は
な
く
、ま
ず

ト
ラ
ブ
ル
を
ど
う
解
決
す
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
部
分
に
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
が
表
れ
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
ね
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
入
社
し
て
本
当
に
驚

い
た
の
は
、「
認
め
合
い
、称
え
合
う
文

化
」が
強
く
根
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

足
の
引
っ
張
り
合
い
み
た
い
な
こ
と
が

全
く
な
い
で
す
よ
ね
。こ
の
文
化
は
創
業

当
初
か
ら
あ
っ
た
の
か
、も
し
く
は
成
長

の
過
程
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
も

の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

遠
藤
さ
ん
：
私
は
入
社
し
て
15
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、そ
の
文
化
は
入
社
当
初
か

ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。相
手
の
意
見
を
聞

き
入
れ
た
り
認
め
た
り
す
る
文
化
は
、も

し
か
し
た
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の

会
社
と
い
う
特
性
も
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

通
り
、リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

一つ
ひ
と
つ
の
意
見
や
考
え
は
、そ
の
後
の

改
善
に
繋
が
る
大
切
な
デ
ー
タ
で
す
。そ

う
い
っ
た
業
種
の
特
性
が
、社
内
で
も
色

ん
な
意
見
や
考
え
を
受
け
入
れ
て
、認
め

合
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
認
め
合
い
、称
え
合
う

文
化
」は
、今
後
も
な
く
し
て
は
い
け
な

い
貴
重
な
も
の
で
す
ね
。

　

あ
と
私
が
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
頃
か
ら
感

じ
て
い
た
の
は
、上
層
部
と
の
距
離
の

近
さ
で
す
。
例
え
ば
私
の
所
属
す
る

G
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本
部
で
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
開

発
要
望
の
相
談
や
部
署
間
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
、日
頃
か
ら
本
部
長
や
部
長
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
陣
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、

メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
す
る
シ
ー
ン
を
よ

こ
れ
か
ら
は
、オ
フ
ィ
ス
を

付
加
価
値
の
高
い
場
所
に

編
集
部
：
皆
さ
ん
は
、ど
う
い
っ
た
部
分

に「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」や「
マ
ク
ロ
ミ
ル

の
良
さ
」を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

関
口
さ
ん
：
私
が
入
社
以
降
ず
っ
と
マ
ク

ロ
ミ
ル
ら
し
く
て
良
い
な
と
思
っ
て
い
る

の
は
、若
手
の
う
ち
か
ら
機
会
を
与
え
る

と
こ
ろ
で
す
。マ
ネ
ジ
ャ
ー
が「
こ
れ
を
や

り
な
さ
い
」と
一
方
的
に
メ
ン
バ
ー
へ
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、現
場
の
ア
イ
デ
ア

を
大
事
に
し
ま
す
よ
ね
。「
お
客
様
に
こ

う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」と
か
。

そ
う
い
っ
た
声
に
対
し
て
、経
営
や
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
推
進
を
手
助
け
し
つ
つ
、若
手

に
も
自
由
に
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。社

員
一
人
ひ
と
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
る
、言

わ
ば「
全
員
野
球
」の
ス
タ
イ
ル
が
す
ご

く
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。

編
集
部
：
皆
に
機
会
を
与
え
て
い
く
の

は
、た
し
か
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
の
一つ

で
す
ね
。関
口
さ
ん
が
そ
れ
を
実
感
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

関
口
さ
ん
：
以
前
、後
藤
新
さ
ん（
現
・

執
行
役
員
）が
ま
だ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た

頃
、デ
ジ
タ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
練
っ

た
上
で
相
談
を
く
れ
た
ん
で
す
。直
接

配
下
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

「
関
口
さ
ん
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
き
っ
と
売

れ
る
と
思
う
の
で
一
緒
に
営
業
に
行
き
ま

せ
ん
か
」と
。当
時
は
私
自
身
が
デ
ジ
タ

ル
の
こ
と
を
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、新
く
ん
が
色
々
な
お

客
様
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
話
す
機

会
を
作
っ
て
く
れ
て
、実
際
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

新
く
ん
も「
や
っ
ぱ
り
お
客
様
に
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
！
だ
か
ら
や
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」と
改
め
て
言
っ
て
く
れ
て
、そ
れ
を

き
っ
か
け
に
デ
ジ
タ
ル
準
備
室（
現
・
統
合

デ
ー
タ
事
業
本
部
の
前
身
）を
作
っ
た
ん

で
す
。皆
さ
ん
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
事
業
の
初
代
部
長
っ
て
実
は
私

だ
っ
た
ん
で
す
よ（
笑
）。当
時
、「
こ
れ
は

売
れ
る
の
で
は
」と
考
え
て
行
動
し
て
く

れ
た
こ
と
や
、「
お
客
様
の
た
め
に
」と
い

う
想
い
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
し
、

ち
ゃ
ん
と
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。マ
ク
ロ
ミ
ル
の
よ
う
な
無
形

風通しの良さは、守りたい文化の
一つだと考えています

「こうしたい」とか「ここを改善した
い」という意見がどんどん上がってく
る状態にしたい

「こうしたい」とか「ここを改善した
い」という意見がどんどん上がってく
る状態にしたい

相手の意見を聞き入れたり認め
たりする文化はこれからも大事に
したいです

マネジャーとメンバー間のコミュニ
ケーション強化が、風通しの良さに
繋がっていくはず

マネジャーとメンバー間のコミュニ
ケーション強化が、風通しの良さに
繋がっていくはず

マネジャーとメンバー間のコミュニ
ケーション強化が、風通しの良さに
繋がっていくはず

マネジャーとメンバー間のコミュニ
ケーション強化が、風通しの良さに
繋がっていくはず

先輩たちと直接会話することで、若
手に会社の良さを実感してほしい
先輩たちと直接会話することで、若
手に会社の良さを実感してほしい
先輩たちと直接会話することで、若
手に会社の良さを実感してほしい
先輩たちと直接会話することで、若
手に会社の良さを実感してほしい

若手のうちから機会を与えると
ころが、ずっと良いなと思って
いるんですよね

異動を増やして、より多くの人が
様々な職種に挑戦できるように
したい

異動を増やして、より多くの人が
様々な職種に挑戦できるように
したい

異動を増やして、より多くの人が
様々な職種に挑戦できるように
したい

異動を増やして、より多くの人が
様々な職種に挑戦できるように
したい

皆さん真面目で、目の前の課題
を放っておけない人が多いと
感じますね
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会
社
が
大
き
く
な
る
に
比
例
し
て
伝
え

る
情
報
も
多
く
な
り
、内
容
も
広
く
深

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。難
易
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、単
純
に
右
か
ら

左
に
伝
達
す
る
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り

と
理
解
し
た
上
で
、自
分
の
言
葉
で
、自

チ
ー
ム
へ
の
影
響
や
、ど
う
変
化
し
て
い

く
の
か
を
話
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
、そ
の
中
で
も
し

理
解
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
聞
い
て
欲
し
い
で
す
し
、そ
う
い
っ
た
双

方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が「
風
通
し

の
良
さ
」に
も
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
が
実
施
し
て
く
だ
さ
る
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、会
社
や
経

営
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
良
い
機

会
だ
と
思
う
の
で
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
積
極
的
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

編
集
部
：
今
後
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」は
あ
り
ま
す
か
？

清
水
さ
ん
：
全
員
が
経
営
視
点
を
持
つ

文
化
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
の

た
め
に
は
、「
風
通
し
の
良
さ
」も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、皆
さ
ん
の
会
社
運
営
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
今
ま
で
、長
い
間
大

株
主
が
い
た
事
情
も
あ
っ
て
、会
社
経
営

は
株
主
か
ら
の
出
資
金
を
ベ
ー
ス
に
、さ

ら
に
足
り
な
い
分
を
資
本
市
場
か
ら
資

金
調
達
し
た
り
、銀
行
か
ら
お
金
を
借
り

た
り
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
前
提

の
部
分
が
、も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
か
ら

見
え
づ
ら
く
、実
感
し
づ
ら
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、

資
金
の
出
し
手
が
求
め
る
リ
タ
ー
ン
を
き

ち
ん
と
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
た

め
に
私
た
ち
が
ど
の
程
度
成
長
し
て
業

績
を
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を

皆
さ
ん
に
も
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ
そ

広
報
、I
R
、財
務
経
理
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、オ
ー
プ
ン
に
、精
度
の
高
い
情
報
を

開
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

ず
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
決
算
発
表
の
動
画

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。決
算
発

表
は
、キ
ッ
ク
オ
フ
で
佐
々
木
さ
ん
が
お

話
さ
れ
た
こ
と
を
外
向
け
に
も
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
て
、会
社
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

高
橋
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。さ
ら
に
言

う
と
、ぜ
ひ
従
業
員
持
株
会
に
も
加
入

し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。そ
う

す
る
こ
と
で
、例
え
ば
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
の
意
味
、つ
ま
り
、か
か
る
費
用
を

抑
え
な
が
ら
売
上
を
よ
り
伸
ば
し
て
い

く
と
い
っ
た
施
策
一つ
ひ
と
つ
が
自
分
ご
と

に
な
り
ま
す
。会
社
全
体
を
よ
り
良
い
形

で
成
長
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
、発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

橋
元
さ
ん
：
私
は
、多
様
性
を
認
め
て

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
よ
り
推
進
し
て
い
き

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。会
社
全

体
と
し
て
お
客
様
に
伴
走
す
る
に
あ
た
っ

て
、マ
ク
ロ
ミ
ル
自
体
を
世
の
中
の
半
歩

先
を
行
く
、お
客
様
を
リ
ー
ド
で
き
る
組

織
に
し
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、例

え
ば
外
国
籍
の
社
員
を
増
や
し
た
り
、女

性
比
率
を
上
げ
た
り
、あ
る
い
はLG

B
T

へ
の
理
解
促
進
を
目
指
し
た
話
を
す
る

な
ど
、色
ん
な
意
味
で
多
様
性
を
許
容

で
き
る
文
化
が
さ
ら
に
根
付
く
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。色
々
な
人

が
い
る
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方

も
自
ず
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。今
ま
で
は

「
あ
う
ん
の
呼
吸
」で
で
き
て
い
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
言
語
化
す
る
必
要
性
が
出

て
き
ま
す
し
、清
水
さ
ん
が
仰
っ
た
財
務

の
理
解
な
ど
は
共
通
認
識
と
し
て
大
切

な
要
素
に
な
る
は
ず
で
す
。ま
た
、相
手

を
理
解
し
て
尊
重
す
る
こ
と
や
、そ
の
上

で
自
分
の
意
見
は
し
っ
か
り
述
べ
る
こ
と

も
大
切
に
な
っ
て
く
る
。変
化
に
伴
っ
て

そ
う
し
た
部
分
も
整
え
て
い
く
こ
と
で
、

今
あ
る「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
い
良
い
文
化
」

を
守
り
、さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
皆
さ
ま
、お
忙
し
い
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
マ
ク
ロ
ミ
ル
に

必
要
な
文
化
と
は
？

は
、社
内
の
風
通
し
で
す
。最
近
意
識
的

に
社
内
の
様
々
な
立
場
の
人
と
話
す
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
が
、話
を
す
る
中
で

事
象
と
し
て
大
小
問
わ
ず
問
題
や
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
風
通
し
が
良
い
」と
い
う
の
は
不
平
不

満
で
は
な
く
、「
こ
う
し
た
い
」と
か「
こ

こ
を
改
善
し
た
い
」と
い
う
意
見
が
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
く
る
状
態
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、最
近
は
そ
れ
が
減
っ
て
き
た
印

象
を
持
っ
て
い
て
。そ
こ
に
課
題
感
を

持
っ
て
い
ま
す
し
、解
消
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
：
解
消
す
る
た
め
に
、今
後

行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

佐
々
木
さ
ん
：
施
策
の
一つ
と
し
て
、今

回
か
ら
キ
ッ
ク
オ
フ
後
に
全
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
ず
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
、そ
の
上

で
私
の
考
え
方
を
伝
え
た
り
、現
場
で
の

課
題
な
ど
を
聞
い
た
り
す
る
場
に
し
て

い
ま
す
。今
は
と
に
か
く
沢
山
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。組
織

が
大
き
く
な
っ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

総
量
が
落
ち
て
く
る
と
、常
に
働
き
か
け

続
け
な
け
れ
ば「
風
通
し
の
良
さ
」は

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
。

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て「
風
通
し
の
良
さ
」

を
も
う
一
度
強
く
根
付
か
せ
て
い
く
か
、

難
し
い
け
れ
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

清
水
さ
ん
：「
風
通
し
の
良
さ
」を
妨
げ

て
い
る
要
因
の
一つ
と
し
て
、社
内
異
動

の
少
な
さ
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。マ
ク
ロ
ミ
ル
は
皆
さ

ん
真
面
目
で
、目
の
前
の
課
題
を
放
っ
て

お
け
な
い
人
が
多
い
で
す
よ
ね
。異
動
し

た
経
験
を
通
じ
て
一つ
の
課
題
を
多
面
的

に
見
る
こ
と
で
、様
々
な
角
度
か
ら
問
題

点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、他

部
署
の
考
え
方
も
理
解
で
き
る
。皆
が

そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
れ
ば
、意
見
や
ア

イ
デ
ア
の
や
り
と
り
が
よ
り
活
性
化
す
る

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。今
、人
員
計
画
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（Project LEG

O

）を
進

め
て
い
て
、採
用
を
強
化
し
、新
し
い
仲

間
を
積
極
的
に
迎
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
今
よ
り
も

余
裕
の
あ
る
体
制
を
作
り
、社
内
異
動

を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
人
が

様
々
な
職
種
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
な
と
。そ
れ
が
壁
の
氷
解
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
は
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一つ
、社
員
が
自
分
の

意
見
を
言
う
前
に
、相
手
の
意
見
や
表
情

を
確
か
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。佐
々
木
さ
ん
が
仰
っ
た

よ
う
な
、忖
度
無
し
で
意
見
や
提
案
が
で

き
る「
風
通
し
の
良
さ
」を
、経
営
陣
の

ほ
う
か
ら
も
働
き
か
け
て
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
：
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、会
社
の
方

針
や
情
報
を
社
員
に
伝
え
る
時
の
精
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
よ
ね
。

に
限
り
、週
2
日
位
は
出
社
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。そ
の
時
は
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
も
出
社
し
て
も
ら
い
、

先
輩
た
ち
と
直
に
触
れ
て
会
社
の
良
さ

を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

私
の
担
当
す
る
第
１
事
業
本
部
で
は
、

多
く
の
業
務
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
完
結

で
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、今
後
は
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
場
を
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
教
育
の
観
点
で
ど
の
よ
う
に
上
手
く

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

橋
元
さ
ん
：
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
移
動
が

不
要
な
点
や
効
率
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
ま
で
無
意
識
に
得

ら
れ
て
い
た
情
報
が
得
ら
れ
な
く
な
る
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。個
人
的
に

は
、特
に
ナ
ナ
メ
の
繋
が
り
が
少
な
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、私
は
関
口

さ
ん
と
一
緒
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の一つ
で
あ
る「
東
中
野
会
」に
参
加
し

て
い
て
、業
務
上
接
点
の
な
い
人
と
も
飲

み
に
行
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

各
部
署
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
成
功
事

例
、最
近
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
も
聞
け
る

貴
重
な
場
で
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に

な
っ
て
、業
務
上
接
点
の
あ
る
人
と
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
印
象

で
す
が
、も
と
も
と
接
点
の
な
い
人
た
ち

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
減
り

ま
し
た
よ
ね
。「
風
通
し
の
良
さ
」を
守
っ
て

い
く
に
は
、会
社
や
お
互
い
の
こ
と
を

よ
く
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、社
員
が
自
身
の
成
長
や
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
上
で
も
、社
内
に
ど
う

い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン・
仕
事
内
容
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か

な
と
。社
員
が
、他
部
署
の
状
況
な
ど
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
情
報
に
自
然
と
触
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。コ
ロ
ナ
が
収

束
し
た
ら
、そ
う
い
っ
た
点
も
意
識
し
て

オ
フ
ィ
ス
や
働
き
方
を
設
計
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
そ
う
で
す
ね
。橋
元
さ
ん
が

仰
る
よ
う
に
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
移
動
時
間
が
な
く
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
に
切
り
替
え
た
こ

と
も
あ
っ
て
、第
１
事
業
本
部
の
キ
ッ
ク

オ
フ
M
T
G
の
参
加
率
が
す
ご
く
上

が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。よ
り
多
く
の
社
員

に
自
分
の
考
え
や
戦
略
を
直
接
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。私
か
ら
発
信
し
た
り
、皆

さ
ん
か
ら
課
題
を
吸
い
上
げ
て
組
織
戦

略
に
活
か
し
た
り
、相
互
の
や
り
取
り
が

し
や
す
く
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
存
分
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

編
集
部
：「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」に
つ
い

て
、今
後
変
え
て
い
き
た
い
部
分
は
あ
り

ま
す
か
？

佐
々
木
さ
ん
：
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の

く
見
か
け
ま
す
。上
層
部
と
議
論
す
る

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激

に
な
る
と
思
う
の
で
、「
風
通
し
の
良
さ
」

だ
け
で
な
く
、社
員
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
観
点
で
も
引
き
続
き
守
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
：
全
社
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
が
進
み
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で

意
識
し
て
い
る
こ
と
や
、課
題
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

遠
藤
さ
ん
：
出
社
し
て
い
る
と
、直
接
話

さ
な
く
て
も
メ
ン
バ
ー
の
様
子
が
分
か
り

ま
し
た
し
、ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け
も
で

き
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ら

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
1
on
1
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
以
上
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
際
に
全
員
顔
を
出
し
て
、ど
ん
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
る
の
か
を
見
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
中
で
い

か
に
非
言
語
情
報
を
受
発
信
す
る
か
を

意
識
し
て
い
て
、引
き
続
き
よ
り
良
い

方
法
を
模
索
中
で
す
。D
X
推
進
室
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
下
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
つ
工
夫
を
発
信
し
て
く
れ

る
の
は
大
変
助
か
り
ま
す
し
、学
び
も
多

い
で
す
。Global IT

本
部
で
も
、今
後

ツ
ー
ル
やTips

な
ど
で
解
決
で
き
る
こ
と

は
全
社
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、

チ
ー
ム
で
少
な
く
と
も
週
に
一
回
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
持
ち
、そ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
前
後
で
雑
談
の
時
間
を
設

け
る
こ
と
で
す
。出
社
し
て
い
た
ら
自
然

と
発
生
す
る
雑
談
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と

用
件
だ
け
の
や
り
取
り
に
な
り
が
ち
な

の
で
、意
識
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

雑
談
を
少
し
入
れ
る
だ
け
で
も
雰
囲
気

が
変
わ
り
、色
々
な
話
を
し
て
も
ら
い
や

す
く
な
る
気
が
し
ま
す
ね
。あ
と
は
、自

分
か
ら
顔
を
表
示
し
て
話
す
こ
と
も
心

掛
け
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
：
出
社
す
る
機
会
が
減
っ
て

私
が
課
題
に
感
じ
て
い
る
の
は
、特
に
最

近
入
社
し
た
若
手
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

ど
う
帰
属
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
か

で
す
。お
二
人
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

今
ま
で
は
同
じ
空
間
に
い
る
こ
と
で
相
手

の
状
況
を
把
握
で
き
た
り
、時
に
は
雑
談

し
た
り
、仕
事
の
フ
ォ
ロ
ー
も
自
然
と
で

き
て
い
ま
し
た
よ
ね
。そ
う
し
た
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
、

マ
ク
ロ
ミ
ル
の
良
さ
を
実
感
し
て
帰
属
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
。で
も
そ
れ
が
急
に
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。特
に
20
新
卒
の
社

員
は
入
社
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
社
せ

ず
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
の
で
、緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
な
い
時
期

財
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
は
、お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
形

を
変
え
て
い
き
や
す
い
で
す
が
、実
現
し

て
い
る
会
社
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ミ
ル
に
は
そ
れ
を
体
現
で
き
る
社

員
が
多
く
い
る
の
が
魅
力
だ
し
、会
社
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
良
さ
だ

な
と
。最
近
で
は
、例
え
ば
統
合
デ
ー
タ

事
業
本
部
の
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
部
の
皆
さ
ん
が
、お
客
様
と

接
点
を
持
つ
中
で
得
た
気
づ
き
や
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
く
れ
て
い
て
、

売
上
も
好
調
で
す
ね
。

橋
元
さ
ん
：
そ
の
よ
う
な
文
化
が
根
付

い
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、皆
さ

ん
お
客
様
の
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
成
長
の
機
会
が
多
く
あ
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
し
、皆
さ
ん
か

ら
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
も
感
じ
る
の
で
、働

い
て
い
て
気
持
ち
の
良
い
会
社
だ
な
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
範
囲
が
違
っ
て
い
て
も
、

「
お
客
様
に
価
値
提
供
し
た
い
」と
い
う

想
い
が
共
通
し
て
い
る
の
を
す
ご
く
感
じ

ま
す
。例
え
ば
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

時
に
、責
任
の
所
在
で
は
な
く
、ま
ず

ト
ラ
ブ
ル
を
ど
う
解
決
す
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
部
分
に
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
が
表
れ
て
い
る
な
と
思
い

ま
す
ね
。

高
橋
さ
ん
：
私
が
入
社
し
て
本
当
に
驚

い
た
の
は
、「
認
め
合
い
、称
え
合
う
文

化
」が
強
く
根
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

足
の
引
っ
張
り
合
い
み
た
い
な
こ
と
が

全
く
な
い
で
す
よ
ね
。こ
の
文
化
は
創
業

当
初
か
ら
あ
っ
た
の
か
、も
し
く
は
成
長

の
過
程
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
も

の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

遠
藤
さ
ん
：
私
は
入
社
し
て
15
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、そ
の
文
化
は
入
社
当
初
か

ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。相
手
の
意
見
を
聞

き
入
れ
た
り
認
め
た
り
す
る
文
化
は
、も

し
か
し
た
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の

会
社
と
い
う
特
性
も
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

通
り
、リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

一つ
ひ
と
つ
の
意
見
や
考
え
は
、そ
の
後
の

改
善
に
繋
が
る
大
切
な
デ
ー
タ
で
す
。そ

う
い
っ
た
業
種
の
特
性
が
、社
内
で
も
色

ん
な
意
見
や
考
え
を
受
け
入
れ
て
、認
め

合
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
認
め
合
い
、称
え
合
う

文
化
」は
、今
後
も
な
く
し
て
は
い
け
な

い
貴
重
な
も
の
で
す
ね
。

　

あ
と
私
が
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
頃
か
ら
感

じ
て
い
た
の
は
、上
層
部
と
の
距
離
の

近
さ
で
す
。
例
え
ば
私
の
所
属
す
る

G
lobal IT

本
部
で
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
開

発
要
望
の
相
談
や
部
署
間
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
、日
頃
か
ら
本
部
長
や
部
長
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
陣
が
積
極
的
に
参
加
し
て
、

メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
す
る
シ
ー
ン
を
よ

編
集
部
：
皆
さ
ん
は
、ど
う
い
っ
た
部
分

に「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」や「
マ
ク
ロ
ミ
ル

の
良
さ
」を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

関
口
さ
ん
：
私
が
入
社
以
降
ず
っ
と
マ
ク

ロ
ミ
ル
ら
し
く
て
良
い
な
と
思
っ
て
い
る

の
は
、若
手
の
う
ち
か
ら
機
会
を
与
え
る

と
こ
ろ
で
す
。マ
ネ
ジ
ャ
ー
が「
こ
れ
を
や

り
な
さ
い
」と
一
方
的
に
メ
ン
バ
ー
へ
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、現
場
の
ア
イ
デ
ア

を
大
事
に
し
ま
す
よ
ね
。「
お
客
様
に
こ

う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」と
か
。

そ
う
い
っ
た
声
に
対
し
て
、経
営
や
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
推
進
を
手
助
け
し
つ
つ
、若
手

に
も
自
由
に
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。社

員
一
人
ひ
と
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
る
、言

わ
ば「
全
員
野
球
」の
ス
タ
イ
ル
が
す
ご

く
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。

編
集
部
：
皆
に
機
会
を
与
え
て
い
く
の

は
、た
し
か
に
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
の
一つ

で
す
ね
。関
口
さ
ん
が
そ
れ
を
実
感
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

関
口
さ
ん
：
以
前
、後
藤
新
さ
ん（
現
・

執
行
役
員
）が
ま
だ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た

頃
、デ
ジ
タ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
練
っ

た
上
で
相
談
を
く
れ
た
ん
で
す
。直
接

配
下
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

「
関
口
さ
ん
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
き
っ
と
売

れ
る
と
思
う
の
で
一
緒
に
営
業
に
行
き
ま

せ
ん
か
」と
。当
時
は
私
自
身
が
デ
ジ
タ

ル
の
こ
と
を
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、新
く
ん
が
色
々
な
お

客
様
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
を
話
す
機

会
を
作
っ
て
く
れ
て
、実
際
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

新
く
ん
も「
や
っ
ぱ
り
お
客
様
に
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
！
だ
か
ら
や
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」と
改
め
て
言
っ
て
く
れ
て
、そ
れ
を

き
っ
か
け
に
デ
ジ
タ
ル
準
備
室（
現
・
統
合

デ
ー
タ
事
業
本
部
の
前
身
）を
作
っ
た
ん

で
す
。皆
さ
ん
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
事
業
の
初
代
部
長
っ
て
実
は
私

だ
っ
た
ん
で
す
よ（
笑
）。当
時
、「
こ
れ
は

売
れ
る
の
で
は
」と
考
え
て
行
動
し
て
く

れ
た
こ
と
や
、「
お
客
様
の
た
め
に
」と
い

う
想
い
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
し
、

ち
ゃ
ん
と
形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。マ
ク
ロ
ミ
ル
の
よ
う
な
無
形

マクロミルって、足の引っ張り合い
が全くないですよね

施策一つひとつを自分ごととして
捉えてもらいたいです
施策一つひとつを自分ごととして
捉えてもらいたいです
施策一つひとつを自分ごととして
捉えてもらいたいです
施策一つひとつを自分ごととして
捉えてもらいたいです

ナナメの繋がりをどう作ってい
くかが、これからの課題ですね
ナナメの繋がりをどう作ってい
くかが、これからの課題ですね
ナナメの繋がりをどう作ってい
くかが、これからの課題ですね
ナナメの繋がりをどう作ってい
くかが、これからの課題ですね

皆さん、お客様の方向を向いている
のが素晴らしいと思います

皆
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、会

社
全
体
の
取
り
組
み
か
ら
個

人
間
の
や
り
取
り
ま
で
様
々
で

し
た
が
、あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し
さ
」が
感
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。「
ら

し
さ
」は
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
や
言
葉
か

ら
も
形
作
ら
れ
て
い
く
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。環
境
や
働
き
方

な
ど
が
変
化
し
て
も
、皆
が
良

い
と
思
う「
マ
ク
ロ
ミ
ル
ら
し

さ
」は
今
後
も
守
り
つ
つ
、変

わ
っ
て
い
く
べ
き
部
分
に
も

ち
ゃ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

ま
と
め

2021/6期Q2
決算発表動画

清水さんのお話にも出てく
る決算発表の動画は、こち
らからご覧いただけます。
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TikTok For Business Japan

廣谷亮（ひろや・りょう）様

Global Business Marketing
Brand Strategy Director

マクロミルの皆さんとだから、仕事が楽しい

編
集
部
：﹃TikTok

ユ
ー
ザ
ー
白
書
﹄︵
以
下
︑白
書
︶は
現
在
第
４

弾
を
作
成
中
だ
そ
う
で
す
ね
︒こ
れ
ま
で
の
マ
ク
ロ
ミ
ル

と
の
や
り
取
り
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

お
聞
き
し
た
い
で
す
︒

廣
谷
様
：
皆
さ
ん
と
は
一
緒
に﹁
仕
事
を
し
て
い
る
﹂っ
て
い
う
意
識

が
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
よ
ね
︒前
に
焼
肉
に
行
っ
た
こ
と

と
か
で
す
か
ね︵
笑
︶︒

坂
田
：
廣
谷
様
に
初
め
て
お
会
い
し
た
時
︑ま
ず﹁
メ
ー
ル
の﹃
お

世
話
に
な
り
ま
す
﹄を
止
め
ま
し
ょ
う
﹂と
話
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
︒

廣
谷
様：最
初
に
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
ね
︒﹁
○
○
様
︑い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
﹂と﹁
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
﹂を
打
つ
の
に
数
秒
か
か
る
の
が
勿
体
な
い
し
︑絶
対
付
け
な

い
で
と
︒

編
集
部
：マ
ク
ロ
ミ
ル
の
社
員
と
︑と
て
も
近
い
距
離
感
で
カ
ジ
ュ
ア
ル
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
ね
︒社

員
を
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
印
象
的
で
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の

こ
と
を
信
頼
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
︒

廣
谷
様
：も
ち
ろ
ん
信
頼
し
て
い
ま
す
よ
︒で
も
信
頼
は
後
か
ら
付
い
て

き
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒僕
は
以
前
広
告
代
理
店
に
い

た
ん
で
す
が
︑広
告
代
理
店
と
調
査
会
社
っ
て
ど
う
し
て
も
受

発
注
の
関
係
に
な
り
が
ち
で
す
よ
ね
︒﹁
発
注
し
て
お
金
も
払
っ

た
ん
だ
か
ら
︑ち
ゃ
ん
と
仕
上
げ
て
よ
﹂と
︒僕
は
そ
う
い
う
の

が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
く
て
︒な
ぜ
か
と
い
う
と
︑そ
う
い
う
関

係
性
か
ら
は
良
い
仕
事
に
繋
が
り
に
く
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
︒皆
さ
ん
の
ス
キ
ル
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に
引
き

出
し
た
い
で
す
し
︑と
に
か
く
こ
れ
か
ら
長
い
道
の
り
を
一
緒

に
進
ん
で
い
く
仲
間
と
し
て
︑い
か
に
楽
し
く
仕
事
で
き
る
か

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
︒

仲
間
と
し
て
仕
事
を
楽
し
み
た
い

Vol.28

マクロミルがご 支 援した、お 客 様 の商 品・サービ スの 裏 側を探ります

2021

モバイル向けのショートムービープラットフォーム

Ｚ
世
代
を
中
心
に
高
い
人
気
を
誇
るTikTok

︒ビ
ジ
ネ
ス
で
の

活
用
も
進
む
中
︑TikTok For Business Japan

様
で
は
︑日
本

に
お
け
る
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
と
実
態
を
ま
と
め
た﹃TikTok

ユ
ー

ザ
ー
白
書
﹄を
定
期
的
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
︒2
0
1
9
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た﹃TikTok

ユ
ー
ザ
ー
白
書
﹄は
︑現
在
第
３
弾
ま

で
発
表
さ
れ
て
お
り
︑毎
回
マ
ク
ロ
ミ
ル
が
調
査
を
実
施
︒今
回
は

﹃TikTok

ユ
ー
ザ
ー
白
書
﹄を
担
当
す
る
廣
谷
様
に
お
話
を
お
聞
き

す
る
た
め
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
も
集
ま
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
︒

『TikTokユーザー白書』 第３弾の内容をチェック

プロジェクトメンバーの紹介

マクロミルモニタへのWebアン
ケート結果に、QPR™（消費者購
買履歴データ）の情報も組み合わ
せることで、TikTokユーザーの動
向や実態が明らかに。第３弾では、
TikTokのユーザーは広告などを
みて興味を抱いた後、購買行動に
より繋がりやすい傾向があると発
表されました。

統合データ事業本部
プロダクトマネジメント部
アナリティクスG
押村ひろのさん

統合データ事業本部
統合データ事業部 ２セールスＵ
４Ｇ
坂田茉梨子さん

第１事業本部
アカウントセールス部 第１Ｕ１Ｇ
多屋梨絵さん

統合データ事業本部
プロダクトマネジメント部
アナリティクスG
浜田裕太さん

※他に、下記の皆さんが担当されています。

第１事業本部リサーチソリューション部第２Ｕ２Ｇ

渡辺茉理さん

リサーチアーキテクツ本部データマネジメント部１Ｇ

鈴木玲子さん



い
確
認
な
ど
で
面
白
さ
を
感
じ
る
瞬
間
は
少
な
い
で
す
が
︑

そ
う
い
う
業
務
で
も
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
重
要
だ
な

と
︒あ
と
は
ハ
ー
ド
面
の
話
で
言
う
と
︑TikTok

ユ
ー
ザ
ー
を

分
析
す
る
際
に
︑リ
サ
ー
チ
結
果
だ
け
で
な
く
デ
ジ
タ
ル
や

購
買
な
ど
︑あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
強
み
で
す
よ
ね
︒ま
た
調
査
の
最
後
に

は
︑ク
ロ
ス
集
計
表
に
加
え
︑専
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
軸

ご
と
に
集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
も﹁
統
合
フ
ァ
イ
ル
﹂と
し
て

納
品
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
︑使
い
勝
手
が
良
い
よ
う
に

加
工
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
︒一
緒
に
仕
事
を
す
る

上
で
︑デ
ー
タ
の
豊
富
さ
や
パ
ネ
ル
の
質
も
も
ち
ろ
ん
大
事

な
の
で
す
が
︑圧
倒
的
に
優
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
で
す
︒ハ
ー
ド
面
の
良
さ
が
霞
む
ほ
ど
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒こ
れ
以
上
根
掘
り
葉

掘
り
聞
か
れ
て
も
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
で
改
善
し
て
ほ
し
い
点
は

出
て
き
ま
せ
ん
よ︵
笑
︶︒

一
同
：あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

編
集
部
：
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
マ
ク
ロ
ミ
ル
に
発
注
い
た
だ
い
て
い

る
理
由
も
教
え
て
く
だ
さ
い
︒

廣
谷
様
：
大
手
の
調
査
会
社
で
あ
れ
ば
︑提
供
し
て
も
ら
え
る
ノ
ウ

ハ
ウ
や
︑サ
ー
ビ
ス
の
機
能
は
大
体
同
じ
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
︑そ
の
中
で
マ
ク
ロ
ミ
ル
を
選
ぶ
の
は
ハ
ー
ド

面
よ
り
も
圧
倒
的
に
ソ
フ
ト
面
で
す
︒継
続
的
に
調
査
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑マ
ク
ロ
ミ
ル
側
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
︑仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
感
も

ど
ん
ど
ん
早
ま
っ
て
い
ま
す
︒そ
れ
に
尽
き
ま
す
ね
︒

編
集
部
：
他
の
調
査
会
社
に
も
発
注
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

廣
谷
様
：
何
社
か
と
や
り
取
り
が
あ
り
ま
す
︒た
だ
︑他
の
調
査
会
社

に
発
注
す
る
際
も
︑坂
田
っ
ち︵
坂
田
さ
ん
︶に
は
事
前
に

﹁
今
回
や
り
た
い
こ
と
が
マ
ク
ロ
ミ
ル
で
で
き
な
い
か
﹂と

必
ず
相
談
し
て
い
ま
す
︒

坂
田
：
そ
う
で
す
ね
︒ご
相
談
い
た
だ
い
て
も
マ
ク
ロ
ミ
ル
で
応
え

ら
れ
ず
︑時
に
は
心
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
︒﹁
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
や
り
た
い
﹂な
ど
と
︑廣
谷
様
が
や
り
た
い

こ
と
を
率
直
に
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
︑白
書
自
体
も
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
沢
山
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

廣
谷
様
：マ
ク
ロ
ミ
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
は
一
緒
に
作
っ
て
い
こ
う
と
す

る
姿
勢
を
す
ご
く
感
じ
る
ん
で
す
︒正
直
︑調
査
票
の
細
か

編
集
部
：マ
ク
ロ
ミ
ル
の
調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
か
︒

廣
谷
様
：
大
き
く
２
つ
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
︒１
つ
は
白
書
と
し

て
︑対
外
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
︒デ
ー
タ
を
読
み
込
ん

で
編
集
し
︑シ
ナ
リ
オ
に
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
き
ま

し
た
︒も
う
１
つ
は
Ｂ
to
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
活
用
で

す
︒各
業
種
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
広
告
出
稿
を
提
案
す
る

際
︑購
買
デ
ー
タ
を
使
い
な
が
らTikTok

と
の
相
性
の

良
し
悪
し
を
イ
ン
サ
イ
ト
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
︒あ
と

は
社
内
的
な
活
用
の
仕
方
と
し
て
︑僕
の
チ
ー
ム
で
は

﹁
デ
ー
タ
相
談
B
o
t
﹂を
設
け
て
い
ま
す
︒社
内
の
皆
か

ら
︑毎
日
何
件
も﹁
こ
う
い
う
デ
ー
タ
は
な
い
か
？
﹂﹁
こ

の
業
種
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
相
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
欲

し
い
﹂と
︑デ
ー
タ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
チ
ャ
ッ
ト
で

届
く
ん
で
す
︒そ
れ
を
受
け
取
っ
た
瞬
間
に
︑チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が﹁
統
合
フ
ァ
イ
ル
﹂か
ら
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
の
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
︑こ
の
体
制
が
機
能
し
て

い
ま
す
ね
︒

編
集
部
：
デ
ー
タ
を
様
々
な
場
面
で
活
用
い
た
だ
き
嬉
し
い
限
り
で

す
︒直
近
に
発
表
さ
れ
た
第
３
弾
で
︑廣
谷
様
が
特
に
印

象
的
だ
っ
た
結
果
は
あ
り
ま
す
か
︒

廣
谷
様
：
一
番
秀
逸
だ
っ
た
と
思
う
の
は
︑７
２.

５
%
の
ス
コ
ア
が

出
た﹁
世
の
中
の
情
報
を
全
て
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
︑実

は
︑一
部
し
か
知
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
﹂で
す
︒実
は
こ

れ
︑設
問
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
載
せ
ま
し
た
︒お
そ
ら
く
︑

一
緒
に
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る

姿
勢
を
す
ご
く
感
じ
る

「TikTok

っ
て
お
散
歩
み
た
い
だ
よ
ね
」か
ら

始
ま
っ
た

性
を
お
示
し
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
︒そ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
︑い
つ
も
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
︒

廣
谷
様
：TikTok

の
広
告
出
稿
を
検
討
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
へ
の
提
案
時
に
出
て
く
る
課
題
と
︑世
の
中
の
流
れ
を

よ
く
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒特
に
︑今
デ
ジ
タ
ル
が

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
て
︑そ
れ
に
対
し
て
人
が
ど
う
反

応
し
て
い
る
か
︑そ
こ
にTikTok

が
存
在
す
る
こ
と
で

ど
う
い
っ
た
価
値
が
あ
る
か
を
日
々
考
え
て
落
と
し
ど

こ
ろ
を
探
し
ま
す
︒TikTok

と
世
の
中
が
接
続
す
る
の

は
ど
こ
か
︑そ
し
て
そ
れ
を
言
う
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
や
︑

補
足
す
る
デ
ー
タ
は
ど
う
す
べ
き
か
と
︑逆
算
で
調
査
設

計
を
し
て
き
ま
し
た
︒

編
集
部
：
第
３
弾
の
シ
ナ
リ
オ
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
︒

廣
谷
様
：
今
回
重
視
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
︑﹁TikTok

は
何
者
か
？
そ

し
てTikTok

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
と
ど
う

い
っ
た
価
値
が
あ
る
か
？
﹂で
す
︒ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら

す
る
と
︑TikTok

に
広
告
を
出
稿
す
る
と
モ
ノ
が
売
れ
︑

人
が
動
い
た
と
い
う
確
か
な
感
覚
が
欲
し
い
わ
け
で
す
︒

そ
の
た
め
Q
P
R

   TM

デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
︑TikTok

ユ
ー
ザ
ー
が
購
買
行
動
に
繋
が
り
や
す
い
こ
と
を
ど
う

す
れ
ば
可
視
化
で
き
る
か
︑頭
を
捻
っ
て
考
え
ま
し
た
︒

そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
の
が﹁
お
散
歩
﹂だ
っ
た
ん

で
す
︒

坂
田
：
オ
リ
エ
ン
の
時
に
︑廣
谷
様
か
ら﹁
お
散
歩
の
調
査
を
し

た
い
﹂と
お
話
い
た
だ
い
て
︑﹁
え
？
お
散
歩
で
す
か
？
﹂

と
思
わ
ず
聞
き
返
し
ま
し
た
が
︑素
敵
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
よ
ね
︒

こ
う
い
っ
た
聞
き
方
を
す
る
調
査
は
他
に
な
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
︑普
通
に
聞
く
な
ら﹁
日
々
の
情
報
で
は

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
﹂で
す
か
ね
︒で
も
そ
れ
だ
と

我
々
が
本
当
に
聞
き
た
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
る
ん
で

す
︒ど
う
い
う
聞
き
方
を
す
れ
ば
実
態
を
確
認
で
き
る

の
か
︑よ
り
面
白
い
数
字
に
な
る
か
を
相
当
突
き
詰
め
て

考
え
ま
し
た
︒こ
の
設
問
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
︑リ

サ
ー
チ
ャ
ー
の
茉
理
ち
ゃ
ん︵
渡
辺
さ
ん
︶に
も
協
力
し

て
も
ら
い
︑納
得
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
︒

編
集
部
：
各
設
問
の
聞
き
方
ま
で
︑綿
密
に
検
討
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
ね
︒

廣
谷
様
：
定
量
調
査
で
も
︑聞
き
方
に
よ
っ
て
は
定
性
の
よ
う
に
リ

ア
ル
な
イ
ン
サ
イ
ト
も
探
れ
る
と
思
っ
て
い
て
︒な
る
べ

く
実
態
を
暴
き
出
す
た
め
に
︑設
問
の
聞
き
方
を
い
か
に

身
近
な
表
現
に
し
て
い
く
か
は
常
々
意
識
し
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
︒日
本
の
定
量
調
査
は
︑５
段
階
評
価
に
し

て
も
回
答
者
が
白
黒
付
け
た
が
ら
ず
︑中
間
に
近
い
回

答
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
よ
ね
︒結
果
的
に
全
体
の
傾

向
が
見
え
に
く
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒で
も
︑傾
向

が
見
え
な
い
数
字
に
価
値
は
な
い
︒傾
向
の
見
え
づ
ら
い

結
果
な
ら
︑わ
ざ
わ
ざ
調
査
し
て
発
表
し
な
く
て
も
想

像
が
付
く
よ
ね
と
い
う
話
で
す
︒だ
か
ら
こ
そ
︑な
る
べ

く
明
ら
か
な
数
字
が
出
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
︒

日
本
の
定
量
調
査
で
は
７
割
を
超
え
て
白
黒
付
く
結
果

が
あ
ま
り
多
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
︑先
ほ
ど
挙
げ

た
設
問
は
７
割
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
力
強
い
数
字
だ

と
思
い
ま
し
た
︒

編
集
部
：
全
体
の
シ
ナ
リ
オ
設
計
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い
の
で

す
が
︑ま
ず
廣
谷
様
か
ら
オ
リ
エ
ン
の
場
で﹁
次
回
の
白

書
で
は
こ
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
表
現
し
た
い
﹂と
︑方
向

2223

廣
谷
様
：
そ
う
︑最
初
は﹁TikTok

っ
て
お
散
歩
み
た
い
だ
よ
ね
﹂と

話
し
ま
し
た
︒待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
っ
て
急
い
で

い
る
時
よ
り
も
︑無
目
的
に
お
散
歩
を
し
て
い
る
時
の

方
が
︑人
の
心
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
動
き
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
︒そ
れ
が
着
眼
点
と
な
っ
て
︑

例
え
ば﹁
道
端
に
何
か
落
ち
て
い
た
ら
︑お
散
歩
中
に
足

を
止
め
る
か
ど
う
か
﹂を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
︒一
般

的
に
は
こ
ん
な
調
査
な
ん
て
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
︑

先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
にTikTok

と
世
の
中
と
の
接
続

点
を
考
え
︑人
が
腑
に
落
ち
や
す
い
切
り
口
を
作
り
︑シ

ナ
リ
オ
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
︒

編
集
部
：
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒最
後
に
マ
ク

ロ
ミ
ル
へ
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
で
す
︒

廣
谷
様
：
先
日
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー︵
以
下
︑G
I
︶を
他
社
で

実
施
し
ま
し
た
︒ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
リ
ア
ル
に
聞
く
の
は

や
は
り
面
白
か
っ
た
で
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
で
の
実
施
も
検

討
し
た
の
で
す
が
︑G
I
の
費
用
が
高
く
て
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
で
定
量
調
査
を
や
っ
た
上
で
︑そ
の
後
の
G
I
に
も
皆

さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
︑よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
な

と
思
い
ま
し
た
︒

多
屋
：
費
用
感
が
合
わ
ず
す
み
ま
せ
ん
︒私
や
︑一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
か
な
り
の

TikTok

ユ
ー
ザ
ー
な
の
で
︑良
か
っ
た
ら
ユ
ー
ザ
ー
の

一
人
と
し
て
ぜ
ひ
G
I
し
て
く
だ
さ
い
！︵
笑
︶

廣
谷
様
：
そ
れ
は
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
︒

多
屋
：
貴
社
担
当
の
メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
に
集
め
ら
れ
ま
す
し
︑社

内
で
もTikTok

ユ
ー
ザ
ー
を
沢
山
集
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
︒

廣
谷
様
：
ま
さ
に
こ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
ね
︑マ
ク
ロ
ミ
ル

の
良
さ
っ
て
︒ハ
ー
ド
面
で
難
し
い
部
分
を
︑ソ
フ
ト
面
か

ら
で
も
何
と
か
し
よ
う
と
考
え
て
動
い
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
や
は
り
好
き
で
す
︒G
I
も
ぜ
ひ
！

多
屋
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒引
き
続
き
︑第
４
弾
の
白
書

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒



編
集
部
：マ
ク
ロ
ミ
ル
の
調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
か
︒

廣
谷
様
：
大
き
く
２
つ
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
︒１
つ
は
白
書
と
し

て
︑対
外
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
︒デ
ー
タ
を
読
み
込
ん

で
編
集
し
︑シ
ナ
リ
オ
に
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
き
ま

し
た
︒も
う
１
つ
は
Ｂ
to
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
活
用
で

す
︒各
業
種
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
広
告
出
稿
を
提
案
す
る

際
︑購
買
デ
ー
タ
を
使
い
な
が
らTikTok

と
の
相
性
の

良
し
悪
し
を
イ
ン
サ
イ
ト
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
︒あ
と

は
社
内
的
な
活
用
の
仕
方
と
し
て
︑僕
の
チ
ー
ム
で
は

﹁
デ
ー
タ
相
談
B
o
t
﹂を
設
け
て
い
ま
す
︒社
内
の
皆
か

ら
︑毎
日
何
件
も﹁
こ
う
い
う
デ
ー
タ
は
な
い
か
？
﹂﹁
こ

の
業
種
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
相
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
欲

し
い
﹂と
︑デ
ー
タ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
チ
ャ
ッ
ト
で

届
く
ん
で
す
︒そ
れ
を
受
け
取
っ
た
瞬
間
に
︑チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が﹁
統
合
フ
ァ
イ
ル
﹂か
ら
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
の
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
︑こ
の
体
制
が
機
能
し
て

い
ま
す
ね
︒

編
集
部
：
デ
ー
タ
を
様
々
な
場
面
で
活
用
い
た
だ
き
嬉
し
い
限
り
で

す
︒直
近
に
発
表
さ
れ
た
第
３
弾
で
︑廣
谷
様
が
特
に
印

象
的
だ
っ
た
結
果
は
あ
り
ま
す
か
︒

廣
谷
様
：
一
番
秀
逸
だ
っ
た
と
思
う
の
は
︑７
２.

５
%
の
ス
コ
ア
が

出
た﹁
世
の
中
の
情
報
を
全
て
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
︑実

は
︑一
部
し
か
知
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
﹂で
す
︒実
は
こ

れ
︑設
問
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
載
せ
ま
し
た
︒お
そ
ら
く
︑

廣谷様は白書の結果を元にメディアの取材を受けられたり、
社外のセミナーに登壇されたりすることも多い

廣谷様に仕事のモットーを質問した多屋さん。
「生きている時間の7割は仕事だから楽しみたい」というお答えに納得

「僕への質問は坂田っちが大体答えられるので」と廣谷様から
お話されるほど、絶大な信頼を得ている坂田さん

浜田さんは納品している「統合ファイル」の使い勝手を質問。
廣谷様から「使いやすい」と評価いただき一安心

押村さんは白書の第２弾から
納品に関わりながらも、
廣谷様と直接お話できたのは
この日が初めて

性
を
お
示
し
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
︒そ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
︑い
つ
も
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
︒

廣
谷
様
：TikTok

の
広
告
出
稿
を
検
討
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
へ
の
提
案
時
に
出
て
く
る
課
題
と
︑世
の
中
の
流
れ
を

よ
く
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒特
に
︑今
デ
ジ
タ
ル
が

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
て
︑そ
れ
に
対
し
て
人
が
ど
う
反

応
し
て
い
る
か
︑そ
こ
にTikTok

が
存
在
す
る
こ
と
で

ど
う
い
っ
た
価
値
が
あ
る
か
を
日
々
考
え
て
落
と
し
ど

こ
ろ
を
探
し
ま
す
︒TikTok

と
世
の
中
が
接
続
す
る
の

は
ど
こ
か
︑そ
し
て
そ
れ
を
言
う
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
や
︑

補
足
す
る
デ
ー
タ
は
ど
う
す
べ
き
か
と
︑逆
算
で
調
査
設

計
を
し
て
き
ま
し
た
︒

編
集
部
：
第
３
弾
の
シ
ナ
リ
オ
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
︒

廣
谷
様
：
今
回
重
視
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
︑﹁TikTok

は
何
者
か
？
そ

し
てTikTok

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
と
ど
う

い
っ
た
価
値
が
あ
る
か
？
﹂で
す
︒ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら

す
る
と
︑TikTok

に
広
告
を
出
稿
す
る
と
モ
ノ
が
売
れ
︑

人
が
動
い
た
と
い
う
確
か
な
感
覚
が
欲
し
い
わ
け
で
す
︒

そ
の
た
め
Q
P
R

   TM

デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
︑TikTok

ユ
ー
ザ
ー
が
購
買
行
動
に
繋
が
り
や
す
い
こ
と
を
ど
う

す
れ
ば
可
視
化
で
き
る
か
︑頭
を
捻
っ
て
考
え
ま
し
た
︒

そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
の
が﹁
お
散
歩
﹂だ
っ
た
ん

で
す
︒

坂
田
：
オ
リ
エ
ン
の
時
に
︑廣
谷
様
か
ら﹁
お
散
歩
の
調
査
を
し

た
い
﹂と
お
話
い
た
だ
い
て
︑﹁
え
？
お
散
歩
で
す
か
？
﹂

と
思
わ
ず
聞
き
返
し
ま
し
た
が
︑素
敵
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
よ
ね
︒

こ
う
い
っ
た
聞
き
方
を
す
る
調
査
は
他
に
な
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
︑普
通
に
聞
く
な
ら﹁
日
々
の
情
報
で
は

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
﹂で
す
か
ね
︒で
も
そ
れ
だ
と

我
々
が
本
当
に
聞
き
た
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
る
ん
で

す
︒ど
う
い
う
聞
き
方
を
す
れ
ば
実
態
を
確
認
で
き
る

の
か
︑よ
り
面
白
い
数
字
に
な
る
か
を
相
当
突
き
詰
め
て

考
え
ま
し
た
︒こ
の
設
問
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
︑リ

サ
ー
チ
ャ
ー
の
茉
理
ち
ゃ
ん︵
渡
辺
さ
ん
︶に
も
協
力
し

て
も
ら
い
︑納
得
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
︒

編
集
部
：
各
設
問
の
聞
き
方
ま
で
︑綿
密
に
検
討
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
ね
︒

廣
谷
様
：
定
量
調
査
で
も
︑聞
き
方
に
よ
っ
て
は
定
性
の
よ
う
に
リ

ア
ル
な
イ
ン
サ
イ
ト
も
探
れ
る
と
思
っ
て
い
て
︒な
る
べ

く
実
態
を
暴
き
出
す
た
め
に
︑設
問
の
聞
き
方
を
い
か
に

身
近
な
表
現
に
し
て
い
く
か
は
常
々
意
識
し
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
︒日
本
の
定
量
調
査
は
︑５
段
階
評
価
に
し

て
も
回
答
者
が
白
黒
付
け
た
が
ら
ず
︑中
間
に
近
い
回

答
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
よ
ね
︒結
果
的
に
全
体
の
傾

向
が
見
え
に
く
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒で
も
︑傾
向

が
見
え
な
い
数
字
に
価
値
は
な
い
︒傾
向
の
見
え
づ
ら
い

結
果
な
ら
︑わ
ざ
わ
ざ
調
査
し
て
発
表
し
な
く
て
も
想

像
が
付
く
よ
ね
と
い
う
話
で
す
︒だ
か
ら
こ
そ
︑な
る
べ

く
明
ら
か
な
数
字
が
出
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
︒

日
本
の
定
量
調
査
で
は
７
割
を
超
え
て
白
黒
付
く
結
果

が
あ
ま
り
多
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
︑先
ほ
ど
挙
げ

た
設
問
は
７
割
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
力
強
い
数
字
だ

と
思
い
ま
し
た
︒

編
集
部
：
全
体
の
シ
ナ
リ
オ
設
計
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い
の
で

す
が
︑ま
ず
廣
谷
様
か
ら
オ
リ
エ
ン
の
場
で﹁
次
回
の
白

書
で
は
こ
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
表
現
し
た
い
﹂と
︑方
向
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廣
谷
様
：
そ
う
︑最
初
は﹁TikTok

っ
て
お
散
歩
み
た
い
だ
よ
ね
﹂と

話
し
ま
し
た
︒待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
っ
て
急
い
で

い
る
時
よ
り
も
︑無
目
的
に
お
散
歩
を
し
て
い
る
時
の

方
が
︑人
の
心
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
動
き
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
︒そ
れ
が
着
眼
点
と
な
っ
て
︑

例
え
ば﹁
道
端
に
何
か
落
ち
て
い
た
ら
︑お
散
歩
中
に
足

を
止
め
る
か
ど
う
か
﹂を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
︒一
般

的
に
は
こ
ん
な
調
査
な
ん
て
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
︑

先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
にTikTok

と
世
の
中
と
の
接
続

点
を
考
え
︑人
が
腑
に
落
ち
や
す
い
切
り
口
を
作
り
︑シ

ナ
リ
オ
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
︒

編
集
部
：
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒最
後
に
マ
ク

ロ
ミ
ル
へ
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
で
す
︒

廣
谷
様
：
先
日
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー︵
以
下
︑G
I
︶を
他
社
で

実
施
し
ま
し
た
︒ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
リ
ア
ル
に
聞
く
の
は

や
は
り
面
白
か
っ
た
で
す
︒マ
ク
ロ
ミ
ル
で
の
実
施
も
検

討
し
た
の
で
す
が
︑G
I
の
費
用
が
高
く
て
︒マ
ク
ロ
ミ

ル
で
定
量
調
査
を
や
っ
た
上
で
︑そ
の
後
の
G
I
に
も
皆

さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
︑よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
な

と
思
い
ま
し
た
︒

多
屋
：
費
用
感
が
合
わ
ず
す
み
ま
せ
ん
︒私
や
︑一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
か
な
り
の

TikTok

ユ
ー
ザ
ー
な
の
で
︑良
か
っ
た
ら
ユ
ー
ザ
ー
の

一
人
と
し
て
ぜ
ひ
G
I
し
て
く
だ
さ
い
！︵
笑
︶

廣
谷
様
：
そ
れ
は
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
︒

多
屋
：
貴
社
担
当
の
メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
に
集
め
ら
れ
ま
す
し
︑社

内
で
もTikTok

ユ
ー
ザ
ー
を
沢
山
集
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
︒

廣
谷
様
：
ま
さ
に
こ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
ね
︑マ
ク
ロ
ミ
ル

の
良
さ
っ
て
︒ハ
ー
ド
面
で
難
し
い
部
分
を
︑ソ
フ
ト
面
か

ら
で
も
何
と
か
し
よ
う
と
考
え
て
動
い
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
や
は
り
好
き
で
す
︒G
I
も
ぜ
ひ
！

多
屋
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒引
き
続
き
︑第
４
弾
の
白
書

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒












